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主な内容

　広島カープＯＢ会による野球教室が金城総合運
動公園で開催されました。
　この教室は、浜田市体育協会発足５周年記念事
業として実施、昨年に引き続きの開催となりまし
た。　　　　　　　　　　　　　（関連記事Ｐ21）
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10
月
11
日
㈫
か
ら
20
日
㈭
ま
で

の
10
日
間
『
犯
罪
の
な
い
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
旬
間
』
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

取
組
の
重
点

①
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防

止
②
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
犯
罪

の
防
止

③
万
引
き
・
自
転
車
盗
の
防
止

④
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

浜
田
市
内
の
犯
罪
発
生
状
況

　

浜
田
市
内
の
７
月
末
現
在
の
刑

法
犯
発
生
件
数
は
１
６
９
件
で
、

昨
年
対
比
マ
イ
ナ
ス
28
件
で
す
。

さ
ら
に
、
重
点
対
象
犯
罪
は
７
月

末
現
在
１
１
８
件
で
、
昨
年
対
比

マ
イ
ナ
ス
４
件
で
減
少
し
て
い
ま

す
。

重
点
対
象
犯
罪
と
は
？

　

防
犯
ボ
ラ
テ
ィ
ア
な
ど
と
連
携
・

協
働
し
た
犯
罪
抑
止
活
動
を
行
え

る
こ
と
を
視
点
と
し
て
次
の
４
類

型
に
分
類
し
て
い
ま
す
。

①
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
犯
罪
（
自
転
車

盗
・
万
引
き
・
器
物
損
壊
）

②
住
宅
等
関
連
犯
罪
（
空
き
巣
・

忍
込
み
・
金
庫
破
り
・
学
校
荒

し
・
出
店
荒
ら
し
な
ど
）

③
自
動
車
等
関
連
犯
罪
（
自
動
車

盗
・
車
上
ね
ら
い
）

④
性
犯
罪
（
強
姦
・
強
制
わ
い
せ

つ
な
ど
）

　

浜
田
市
内
に
お
い
て
は
、
７
月

末
現
在
、
数
件
の
被
害
が
発
生
し

て
い
る
状
況
で
す
。

　

県
内
に
お
け
る
被
害
総
額
は

６
７
７
万
円
で
、
件
数
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
オ
レ
オ
レ
詐
欺　
　

１
件

振
り
込
め
詐
欺
事
件
の

被
害
状
況
に
つ
い
て

②
架
空
請
求
詐
欺　
　

１
件

③
融
資
保
証
金
詐
欺　

１
件

④
還
付
金
詐
欺　
　
　

５
件

　

振
り
込
め
詐
欺
の
手
段
は
様
々

で
す
。
怪
し
い
な
と
思
っ
た
ら
す

ぐ
に
１
１
０
番
！
「
自
分
だ
け
は

大
丈
夫
」
と
油
断
せ
ず
、
防
犯
意

識
を
持
っ
て
振
り
込
め
詐
欺
を
撲

滅
し
ま
し
ょ
う
。

警
察
相
談
は
、

＃
９
１
１
０
へ
ダ
イ
ヤ
ル

　

悪
質
商
法
・
ヤ
ミ
金
・
振
り
込

め
詐
欺
・
ス
ト
ー
カ
ー
・
Ｄ
Ｖ
・

児
童
虐
待
な
ど
、
困
り
ご
と
が
あ

れ
ば
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
刃
物
や
鉄
砲
の
不
法
所
持
な

ど
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

１
人
で
悩
ま
な
い
で
、
ま
ず
は

ご
相
談
を
！

浜田市内重点対象犯罪認知件数
H23.7月末 H22.7月末 増減

刑法犯総数 169 197 -28
重点対象犯罪 118 122 -4

ゲートウェイ犯罪

総数 73 83 -10
自転車盗 20 12 8
万引き 28 43 -15
器物損壊 25 28 -3

住宅等関連犯罪

総数 33 29 4
侵入窃盗 15 13 2
空き巣 6 3 3
忍込み 0
居空き 0
ATM破り 0
金庫破り 1 1 0
旅館荒し 0
官公署荒し 0
学校荒し 1 -1
病院荒し 0
給油所荒し 0
事務所荒し 4 1 3
出店荒し 2 2
工場荒し 0
更衣室荒し 2 -2
倉庫荒し 2 2
侵入窃盗その他 5 -5
住居侵入等 3 3 0

自動車関連犯罪
総数 9 8 1
自動車盗 0
車上ねらい 9 8 1

性的犯罪

総数 3 2 1
強姦 0
強制わいせつ 1 2 -1
公然わいせつ 2 2

【特集】犯罪のない安全で安心なまちづくり
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入場無料

　

浜
田
市
で
は
、
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に｢

安
全
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
の
気
運｣

を
高

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
を
開
催
し
、｢

安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

念｣

な
ど
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
い
、
市
民
と
行
政
が

相
互
に
防
犯
意
識
を
高
め
、
連
携

し
て
犯
罪
を
抑
止
す
る
た
め
の
活

動
に
役
立
て
て
い
く
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日
時　
10
月
26
日
㈬

　

午
後
５
時
～

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー

ル

内
容

第
１
部

・
一
般
功
労
団
体
表
彰

・
特
別
功
労
団
体
表
彰

・
活
動
報
告　

な
ど

第
２
部

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
「
は
ま
だ
」
を
実
現
す
る
た
め

に
、
地
元
を
中
心
に
歌
手
活
動
を

し
て
い
る
「
六
子
」「
こ
と
の
は
」

を
招
き
、
安
全
安
心
に
つ
い
て

ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

10
月
26
日
は
、「
い
の
ち
と
安

全
安
心
の
日
」
で
す
。

　

一
昨
年
、
島
根
県
立
大
学
生
が

理
不
尽
に
命
を
絶
た
れ
る
と
い
う

悲
惨
な
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
記
憶
を
風
化

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
命
の
大
切
さ

と
そ
の
重
さ
を
認
識
し
、
犯
罪
を

起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
防
犯
意
識
を

高
め
る
と
と
も
に
、
地
域
に
根
付

い
た
防
犯
対
策
を
推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

10
月
26
日
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
“
い
の
ち
”
の
尊

さ
と
安
全
安
心
に
つ
い
て
考
え
て

い
た
だ
き
、
次
の
点
に
つ
い
て
更

な
る
取
組
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
声
か
け
・
明
る
い
あ
い
さ
つ
運

動
●
見
守
り
活
動

●
門
灯
の
点
灯

　

犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
に
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

『安全安心まちづくり推進大会』を開催

10月26日は
いのちと安全安心の日

六子

ことのは

10月26日㈬
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ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

浜田市長 宇津徹男

平成23年８月15日「沖合底引き網漁船の安全操業
の祈願祭並びに出漁式」にて

　

８
月
11
日
、
浜
田
市
が
待
望
し

て
い
ま
し
た
底
引
き
網
漁
船
の
リ

シ
ッ
プ
事
業
に
よ
る
経
営
改
善
の

取
り
組
み
が
、
国
の
事
業
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
国
の
事
業
で
は
、
新

船
建
造
し
か
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
新
た
に
認
定
さ
れ
た
リ

シ
ッ
プ
事
業
は
『
既
存
の
老
朽
化

し
た
漁
船
の
大
規
模
改
修
を
行
う

こ
と
で
長
寿
命
化
を
図
り
、今
後
、

10
年
以
上
に
わ
た
り
利
用
を
可
能

と
す
る
事
業
』
で
す
。
現
在
の
漁

船
の
船
齢
は
20
年
を
超
え
、
老
朽

化
が
進
行
し
、
代
船
を
取
得
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
近
年
、
資
源
の
枯
渇
や
燃
油

の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
底
引
き
網

漁
業
の
経
営
状
況
は
非
常
に
厳
し

く
、
新
船
の
建
造
は
困
難
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
放
置
す

れ
ば
存
続
で
き
ず
、
地
域
経
済
に

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
課
題
の
解
決
に
向

け
、
漁
業
者
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
、
島

根
県
、
浜
田
市
が
一
体
と
な
っ
て

協
議
を
重
ね
た
結
果
、
全
国
で
初

め
て
、
大
規
模
改
修
の
リ
シ
ッ
プ

事
業
に
、
取
り
組
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
リ
シ
ッ
プ
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
修
繕
費
の
大
幅
な

削
減
を
図
り
、
省
エ
ネ
漁
具
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
に
よ
る
省
エ

ネ
・
省
コ
ス
ト
化
、
選
択
漁
具
の

導
入
に
よ
る
省
力
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
船
体
に
海
水
冷
却
装
置

や
魚
倉
保
冷
装
置
を
導
入
し
、
漁

獲
物
の
高
鮮
度
を
維
持
す
る
付
加

価
値
向
上
を
図
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

　

浜
田
漁
港
は
、
全
国
で
13
港
し

か
な
い
特
定
第
三
種
漁
港
の
指
定

を
受
け
、
全
国
有
数
の
漁
港
と
し

て
発
展
し
て
き
た
県
内
最
大
の
漁

業
基
地
で
す
。
浜
田
市
に
お
け
る

水
揚
金
額
は
約
60
億
円
で
、
特
に

こ
の
沖
合
底
引
き
網
漁
業
は
、
水

揚
げ
約
15
億
円
を
占
め
る
基
幹
漁

業
で
す
。
ま
た
、
水
産
加
工
業
を

は
じ
め
、卸
売
・
小
売
業
、飲
食
業
、

運
輸
業
な
ど
関
連
産
業
や
水
産
業

全
体
を
支
え
、
地
域
の
経
済
や
雇

用
の
確
保
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
国
の
事
業
で
対
象
と
な
る

の
は
、
沖
合
底
引
き
網
漁
船
５
ヶ

統
の
内
の
１
ヶ
統
で
す
。今
後
は
、

残
る
４
ヶ
統
の
対
応
が
重
要
で
あ

り
、
全
５
ヶ
統
の
存
続
が
図
れ
る

よ
う
島
根
県
と
連
携
し
、
支
援
を

す
る
覚
悟
で
す
。

　

浜
田
漁
港
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言

え
る
底
引
き
網
漁
業
の
灯
を
消
さ

な
い
こ
と
が
、喫
緊
の
課
題
で
す
。

韓国に行ってきたという日本人に、「看板のハ
ングルがまったく読めなかった」「ハングルって
暗号みたいで難しいよね」とよく言われます。確
かに、同じ漢字文化圏なのに、日本の仮名と中国
の漢字は形が似ているけど、ハングルは全然違い
ますよね。実はハングルは、今から560年ほど前
に朝鮮王朝の第四代王の世

せ

宗
じょん

大
で

王
わ ん

と学者たちが
韓国語を表記するために研究して作り出した文字
なのです。10月９日は、ハングルが頒布されたの
を記念する「ハングルの日」です。

ハングルは、漢字のような表意文字ではなく、
ひらがなやローマ字のような表音文字です。ハン
グルができる前は、中国の漢字を借りて表記して
いたそうです。しかし、漢字で韓国語を完璧に表
すのは大変ですし、難しくて読み書きできない人
が多かったそうです。そこで、韓国語を正確に表
せて、誰でも簡単に読み書きできる文字を作ろ
う！ということになったわけです。でも、最初の
頃、知識層はハングルより漢字を好み、ハングル
は主に女性や庶民が使っていたそうです。それが
1800年代末には国の公式文書ではハングルと漢字
を混ぜて使うようになり、1990年代に入ってから
はハングル専用が始まり、今では街で漢字を見る

ことは少なくなりました。
最初にハングルが作られたときは28個の文字が

ありましたが、今は子音14個と母音10個の24個
の文字だけが使われています。それを組み合わせ
て数百の音を表すことができます。つまり、24個
の文字さえ覚えれば、韓国の看板が（意味は分か
らなくても）読めるということです！

最近はインターネットの普及などにより、若者
の間で「外界語」と呼ばれるハングルを変形させ
たもの（日本でいう「ギャル文字」）が流行したり、
韓国語を正確にハングルで表記できない若者が増
えたりしています。「ハングルの日」は、みんな
で素晴らしい文字を作ってくれた先人に改めて感
謝し、正しくハングルを使おうという気持ちにさ
せてくれる１日なのです。

新・お元気ですか�

10月9日は何の日？
浜田市国際交流員　金　穂原
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平
成
24
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
職
員
採

用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
受
験
の

申
込
み
を
す
る
場
合
は
、
必
ず
採
用
試
験
実

施
要
項
で
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

採
用
職
種
・
人
員
・
要
件

○
中
央
図
書
館
長　
１
人

対
象　
昭
和
30
年
４
月
２
日
～
昭
和
41
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

第
一
次
試
験　
11
月
20
日
㈰

試
験
会
場　
市
役
所
本
庁

申
込
方
法　
採
用
試
験
実
施
要
項
（
本
庁
人

事
課
・
各
支
所
自
治
振
興
課
・
各
図
書
館

に
あ
り
ま
す
。
配
布
は
10
月
１
日
㈯
か
ら

行
い
ま
す
。）
に
基
づ
き
、
受
験
申
込
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
実
施
要
項
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は「
採

用
試
験
実
施
要
項
請
求
」
と
朱
書
き
し
た

封
筒
に
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先

明
記
の
返
信
用
封
筒
（
角
２
封
筒
）
を
同

封
し
て
、
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
10
月
３
日
㈪
～
31
日
㈪
（
当
日

消
印
有
効
）

請
求
・
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
事
課
【
〒
６
９
７-

８
５
０
１　

殿
町
１
番
地
（
☎
�
９
１
３
０
）】

　広報９月号でお知らせしました、住民参加
型市場公募地方債「浜田きらめき債」の購入
について募集期間を10月13日㈭から20日㈭ま
でとします。皆さんも「浜田きらめき債」を
購入して、市の子育てや教育の充実のための
事業に参加してみませんか。今回も多くの皆
さんの申込みをお待ちしています。
※　ただし、発行総額が１億円に達した時点

で募集終了となります。

購入の際に必要なもの
①購入代金（口座からの振替）
②購入する金融機関の預金通帳
③印鑑（通帳の届出印）
④本人確認書類（運転免許証・健康保険証など）
⑤マル優・特別マル優を利用する場合は、確認できるも

の（障害者手帳など）
※　金融機関によって異なる場合がありますので、詳し

くは購入予定の金融機関にお問い合わせください。
購入条件
①市内に在住している個人
②購入時に満20歳以上の個人
③本人のみ購入可能で、委任状などでの代理購入はでき

ません。
④事前予約はできません。
⑤１人あたり100万円を限度とし、10万円単位で購入で

きます。
利子　年に２回、口座に自動的に振り込まれます。
利率　募集開始日直近の国債流通利回りを若干上回る水

準で決定する予定です（決定次第、取扱金融機関窓口・
市ホームページで公表します）。
償還　元金は、５年満期一括償還で平成28年11月10日に

全額お返しします。
問い合わせ先
購入について

山陰合同銀行お客様サービスセンター
（フリーダイヤル☎０１２０－３１５－１８０）
島根銀行市場営業グループ（☎０８５２�１２４１）
日本海信用金庫業務推進部（☎�１８６１）
いわみ中央農業協同組合本所ＪＡバンク部
（☎�８８５３）
そのほか

本庁財政課財政係（☎�９２１０）

取扱金融機関窓口
金融機関名 支店名 電話番号

山陰合同銀行

浜田支店 �０８４０
三隅支店 �０２１０
浜田東出張所 �２１２０
長浜出張所 �０５８１
浜田市役所出張所 �３３７８

島根銀行 浜田支店 �０２７６

日本海信用金庫

本店 �１８５０
西支店 �０３５８
東支店 �０３５７
長浜支店 �０３０５
駅前支店 �３７００
三隅支店 �２５００
旭町支店 �１３１３
長沢支店 �４１８０
国府支店 �０２０５

いわみ中央農業
協同組合

本所 �８８５３
浜田支所 �８８２５
浜田西支所  �１００３
浜田東支所  �０００１
三隅支所 �０２８０
雲城出張所   �１３１３
金城支所 �１１３２
弥栄支所 �２２２１
旭支所 �１２１２

平
成
23
年
度
市
職
員
採
用
試
験

（
中
央
図
書
館
長
）

浜田市平成23年度第１回公募公債

浜 き め 債きら田
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

10
月
１
日
㈯
か
ら
12
月
31
日
㈯

ま
で
「
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら

守
る
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
の
思
い

や
り
運
転
が
高
齢
者
を
交
通
事
故

か
ら
守
り
ま
す
。

運
動
の
重
点

地
域
・
家
庭
向
け

①　

高
齢
者
へ
の
思
い
や
り
・
支

援
活
動
の
推
進

②　

高
齢
者
保
護
意
識
の
醸
成

ド
ラ
イ
バ
ー
向
け

①　

日
没
30
分
前
の
ラ
イ
ト
点
灯

と
こ
ま
め
な
ラ
イ
ト
切
替
え
の

推
進

②　

夜
間
・
夕
暮
れ
時
の
ス
ピ
ー

ド
ダ
ウ
ン
の
徹
底

高
齢
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
向

け①　
明
る
く
目
立
つ
服
装
と
夜
光

反
射
材
着
用
の
促
進

②　

道
路
横
断
時
に
お
け
る
安
全

確
認
の
徹
底

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

対
象
者　
対
象
と
な
る
建
築
物
な

ど
の
関
係
者
で
、
防
災
管
理
業

務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が

で
き
る
管
理
的
・
監
督
的
地
位

に
あ
る
人
で
、
甲
種
防
火
管
理

者
の
資
格
を
有
し
て
い
る
人

対
象
と
な
る
建
築
物
な
ど

共
同
住
宅
・
格
納
庫
・
倉
庫
な
ど

を
除
く
全
て
の
用
途
の
建
物

・
延
べ
面
積
が
５
万
㎡
以
上

・
５
階
建
て
以
上
で
延
べ
面
積
が

２
万
㎡
以
上

・
11
階
建
て
以
上
で
延
べ
面
積
が

１
万
㎡
以
上

地
下
街　
１
、
０
０
０
㎡
以
上

講
習
日　
11
月
25
日
㈮

場
所　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江

市
）

定
員　
50
人

受
講
料　
６
、
０
０
０
円

申
込
期
間

10
月
24
日
㈪
～
11
月
11
日
㈮

申
込
方
法　
受
講
申
込
書
（
市
消

防
本
部
及
び
各
出
張
所
に
あ
り

ま
す
。
㈶
日
本
防
火
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

http://w
w

w
.n-bouka.or.jp/

申
込
先　
㈳
島
根
県
消
防
設
備
協

会
【
〒
６
９
０-

８
５
０
１　

松
江
市
殿
町
１
番
地
】

問
い
合
わ
せ
先

㈳
島
根
県
消
防
設
備
協
会

（
☎
０
８
５
２
�
６
８
２
８
・

▢FAX
０
８
５
２
�
６
７
５
４
）

市
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
�
１
１
６
７
）

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度

に
対
す
る
理
解
を
得
る
と
と
も
に
、

利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
毎
年
10

月
に
「
行
政
相
談
週
間
」
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

今
年
の
行
政
相
談
週
間
は
、
10

月
17
日
㈪
か
ら
23
日
㈰
で
す
。

　

週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、
次

の
と
お
り
合
同
行
政
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時　
10
月
20
日
㈭

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
浜
田
公
民
館
研
修
室

参
加
予
定
機
関　
松
江
地
方
法
務

局
・
浜
田
河
川
国
道
事
務
所
・

島
根
県
・
浜
田
市
・
浜
田
年
金

事
務
所
・
弁
護
士
・
司
法
書
士
・

行
政
書
士
・
行
政
相
談
委
員
・

島
根
行
政
評
価
事
務
所

※　

弁
護
士
へ
の
相
談
は
事
前
に

予
約
が
必
要
で
す
。
10
月
11
日

㈫
午
前
８
時
30
分
か
ら
予
約
を

受
け
付
け
ま
す
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相

談
課

（
☎
０
８
５
２
�
３
６
３
０
）

～
公
証
証
書
は
、
あ
な
た
の
暮
ら

し
や
老
後
と
大
切
な
財
産
を
守
り

ま
す
～

　

法
化
社
会
、自
己
責
任
の
時
代
、

大
相
続
時
代
と
い
わ
れ
る
中
で
、

独
り
暮
ら
し
や
認
知
症
の
高
齢
者

が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

公
証
役
場
は
、
皆
さ
ん
の
暮
ら

し
の
法
的
な
安
心
・
安
全
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
国
の
機
関
で
す
。

Ｑ．あなたの心配事は Ａ．その対策は
後に残る配偶者の暮らし 夫婦相互遺言公正証書
子どもたちの相続争い 実質的平等、遺留分に配意した遺言公正証書
相続争いによる事業崩壊 遺言（信託）、遺言代用信託契約公正証書、事業の法人化
認知症や寝たきりになって預貯金の
払戻しを止められたら 委任・任意後見契約公正証書

後に残る障がいを持つ子の暮らし 遺言（信託）、任意後見契約・遺言代用信託契約公正証書
終末期医療～延命か、安らかな死か 尊厳死宣言公正証書
離婚後の幼子の養育 離婚給付（養育費等）契約公正証書
知的財産権などの保護・各種証拠保全 事実実験公正証書、私署証書認証、確定日付

そのほか 土地建物賃借権・金銭消費貸借・債務弁済等契約公正
証書、会社・一般社団法人・財団法人等定款認証など

安
全
安
心 く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら

守
る
運
動
の
実
施

防
災
管
理
者
新
規
講
習

生
活
・
環
境

浜
田
合
同
行
政
相
談
所

の
開
設

10
月
１
日
㈯
か
ら
７
日
㈮
は

「
公
証
週
間
」
で
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

※　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
受
付
時
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

日
曜
無
料
相
続
・
遺
言
・
任
意
後

見
な
ど
公
証
法
律
相
談（
要
予
約
）

日
時　
10
月
２
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
３
時

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
公
証
役
場

（
☎
�
７
２
８
１
）

　

国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り
、
一

定
面
積
以
上
の
取
引
（
売
買
・
交

換
な
ど
）
を
し
た
場
合
は
、
契
約

後
２
週
間
以
内
に
取
引
し
た
土
地

が
所
在
す
る
市
役
所
や
町
村
役
場

へ
届
出
が
必
要
で
す
。

届
出
が
必
要
な
面
積

①　

市
街
化
区
域
内
の
土
地

２
、
０
０
０
㎡
以
上

※　

浜
田
市
内
に
は
、
市
街
化
区

域
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②　

①
を
除
く
都
市
計
画
区
域
内

　

の
土
地　

５
、
０
０
０
㎡
以
上

③　

都
市
計
画
区
域
以
外
の
土
地

１
０
、
０
０
０
㎡
以
上

問
い
合
わ
せ
先

県
土
地
資
源
対
策
課

（
☎
０
８
５
２
�
５
８
９
７
）

本
庁
定
住
対
策
課

（
☎
�
９
２
０
０
）

地
球
と
財
布
に
優
し
い
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
を
始
め
よ
う

　

地
球
に
優
し
い
運
転
（
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
）
技
術
を
習
得
し
て
、
乗

用
車
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
抑
え
、

燃
費
向
上
・
経
費
削
減
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
、

安
全
性
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
受
講
後
に
、
終
了
証
と
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
講
習
診
断
書
（
受
講
前

後
の
デ
ー
タ
な
ど
）
が
授
与
さ
れ

ま
す
。

日
時　
11
月
２
日
㈬

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
は
ま
だ
自
動
車
教
習
所

定
員　
先
着
15
人

参
加
料　
無
料

申
込
締
切
日　
10
月
20
日
㈭

申
込
方
法　
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル

で
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※　

オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
で
の
教

習
を
希
望
す
る
人
は
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

㈶
し
ま
ね
自
然
と
環
境
財
団
松

江
事
務
所
（
☎
０
８
５
２
�
５

２
６
０
・
▢FAX
０
８
５
２
�
５
２

６
５
）

Em
ail:eco@

nature-sanbe.jp

　

家
庭
の
タ
ン
ス
・
押
入
に
眠
っ

て
い
る
衣
類
（
古
着
・
古
布
）
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

市
で
は
、
古
着
・
古
布
の
分
別

収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
の

減
量
化
・
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
の

た
め
、
古
着
・
古
布
の
分
別
収
集

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
期
間

10
月
21
日
㈮
～
12
月
15
日
㈭

出
し
方　

必
ず
市
指
定
ご
み
袋

（
ペ
ッ
ト
・
プ
ラ
用
、
か
ん
用
、

び
ん
用
）
に
入
れ
て
、
古
着
・

古
布
収
集
場
所
に
直
接
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

※　

市
指
定
ご
み
袋
以
外
の
袋
・

レ
ジ
袋
・
紙
袋
・
ダ
ン
ボ
ー
ル

箱
に
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
毛
布
は
袋
に
入
ら
な

い
場
合
に
は
、
広
が
ら
な
い
よ

う
、ひ
も
で
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

収
集
場
所
・
期
間
・
時
間

　

８
ペ
ー
ジ
の
「
古
着
・
古
布
収

集
場
所
一
覧
表
」
で
各
収
集
場
所

の
収
集
期
間
・
時
間
・
休
日
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

古
着
・
古
布
収
集
場
所
は
既

存
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

収
集
す
る
も
の

衣
類
（
ゴ
ム
製
品
・
作
業
服
・

着
物
は
除
く
。）・
シ
ー
ツ
・
タ

オ
ル
・
毛
布
・
ハ
ン
カ
チ
・
く

つ
し
た

※　

必
ず
洗
濯
し
て
、
し
っ
か
り

乾
燥
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※　

ボ
タ
ン
や
フ
ァ
ス
ナ
ー
な
ど

は
、
取
り
外
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

収
集
し
な
い
も
の

ふ
と
ん
・
座
ぶ
と
ん
・
マ
ッ
ト

レ
ス
・
じ
ゅ
う
た
ん
・
カ
ー
ペ
ッ

ト
・
雨
か
っ
ぱ
・
帽
子
・
か
ば

ん
・
カ
ー
テ
ン
・
ゴ
ム
製
品
の

衣
類
・
作
業
服
・
着
物

※　

汚
れ
や
傷
み
の
ひ
ど
い
も

の
、
濡
れ
て
い
る
も
の
は
収
集

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
燃
や
せ
る

ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課

（
☎
�
９
４
３
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

10月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
3 月 石原団地、内田町
4 火 長浜町１～８
5 水 日脚町２～６・８、大久保団地、周布町
6 木 治和町２・３・５・６、津摩町、陽光台
7 金 唐鐘１～９
11 火 国分町１～３、唐鐘10・11、下府町４～６・８
12 水 下府町１～３・６－１、上府町伊甘
13 木 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６
14 金 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
17 月 殿町１～５、田町２～５
18 火 田町１、琵琶町、朝日町１～６・９・10
19 水 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町２～５
20 木 紺屋町２・３、天満町、新町、錦町
21 金 蛭子町、栄町、片庭町
24 月 港町１～４
25 火 京町、高田町、清水町、真光町
26 水 原町、瀬戸見町、元浜町
27 木 大辻町、原井町
28 金 原井町、瀬戸ケ島町、港町５
※　雨天などによる中止の場合、町内会長からの連絡

により土曜日に実施することができます。
（本庁くらしと環境課）

土
地
取
引
の
届
出
制
度

～
10
月
は
土
地
月
間
で
す
～

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
教
習
会

参
加
者
募
集

古
着
・
古
布
の

分
別
収
集
に
つ
い
て
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古着・古布収集場所一覧表
収集期間 所在地 事業所名 収集場所 収集時間 休日

10月21日㈮～
　12月15日㈭
（全期間）

殿町 市役所本庁 １階正面入口横 8:30～17:00 土・日・祝日
国分町 国府公民館 通路

9:00～17:00

祝日・
臨時休館日

熱田町 長浜公民館（マリン交流センター）入口右側周布町 周布公民館
内村町 美川公民館 入口
西村町 大麻公民館 窓口

土・日・祝日
下有福町 国府公民館有福分館 正面入口

金城町下来原 市役所金城支所 庁舎１階と老人福祉
センターの間の通路 8:30～17:00

旭町今市 市役所旭支所 市民福祉課
旭町木田 木田ふれあい店舗 事務所

9:00～17:00

日
旭町和田 旭和田郵便局 ロビー 土・日・祝日
旭町都川 都川公民館 玄関 水・土・日・祝日
旭町市木 市木公民館

土・日・祝日弥栄町長安本郷 市役所弥栄支所 １階正面入口
8:30～17:00弥栄町木都賀 市役所弥栄支所杵束出張所 １階ホール

三隅町三隅 市役所三隅支所 １階正面入口

三隅町向野田 三隅公民館 公民館内 9:00～17:00 月・祝日・
臨時休館日

10月21日㈮～
　　　27日㈭

高田町 ジュンテンドー浜田店 エスカレーター横
サービスコーナー横 9:00～20:00 なし

下府町 ＪＡいわみ中央浜田東支所 入口右側 8:30～15:00 土・日・祝日
10月21日㈮～
　11月２日㈬

三隅町岡見 岡見公民館 公民館内 9:00～17:00 月・祝日・
臨時休館日三隅町湊浦 三保公民館 玄関

10月28日㈮～
　11月３日㈭

長沢町 服部タイヨー長沢店 園芸用土売り場入口 9:30～17:30 なし
上府町 ＪＡいわみ中央上府事業所 横入口右側 8:30～17:00 土・日・祝日

10月28日㈮～ 
　11月10日㈭ 金城町追原 美又公民館 玄関 8:30～17:00 なし

11月４日㈮～ 
　　　10日㈭

黒川町 中国電力㈱浜田営業所 事務所１階受付 9:00～17:00 土・日・祝日

松原町 子育て支援センターすくすく 建物裏グランド側
勝手口 8:30～17:00 日・祝日

11月４日㈮～ 
　　　17日㈭

金城町波佐 波佐公民館 玄関 8:30～17:00 月・木・日・祝日
三隅町井野 井野公民館 公民館内 9:00～17:00 月・祝日・

臨時休館日三隅町下古和 黒沢公民館

11月11日㈮～ 
　　　17日㈭

周布町 ナフコ浜田店 屋外ガーデニング
コーナー 8:00～19:30 なし

野原町 市総合福祉センター １階ロビー奥 8:30～17:00弥栄町長安本郷 ＪＡいわみ中央弥栄支所 入口 土・日・祝日
11月11日㈮～
　　　24日㈭ 金城町小国 小国公民館 玄関 8:30～17:00 月・日・祝日

11月18日㈮～ 
　　　24日㈭

浅井町 ダップス 店頭入口 6:00～21:00㈪～㈯
8:00～20:00㈰ なし

内田町 ＪＡいわみ中央美川事業所 事業所横倉庫 8:30～15:00 土・日・祝日

11月18日㈮～ 
　12月１日㈭

金城町今福 今福公民館 多目的研修ホール 8:30～17:00 月・金・日・祝日

三隅町折居 白砂公民館 玄関ロビー 9:00～17:00 月・祝日・
臨時休館日

11月25日㈮～ 
　12月１日㈭

浅井町 ラ・ぺアーレ浜田 玄関ロビー 9:00～17:00 なし

熱田町 ＪＡいわみ中央長浜事業所 事務所裏
ふれあい長浜市場 8:30～17:00 土・日・祝日

11月25日㈮～ 
　12月８日㈭ 金城町久佐 久佐公民館 玄関 8:30～17:00 金・日・祝日

（木・土は午後休）
12月２日㈮～ 
　　　８日㈭

長沢町 ＪＡいわみ中央長沢事業所 旧ふれあい直売所内 8:30～17:00 土・日・祝日
周布町 スーパーセンタートライアル 東側入口 8:00～22:00 なし

12月９日㈮～ 
　　　15日㈭

港町 イズミゆめタウン浜田 立体駐車場４階
エレベーター横 9:30～21:00 なし

黒川町 ＪＡいわみ中央本所 西側非常階段下 8:30～17:00 土・日・祝日
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金
城
・
旭
・
弥
栄
・
三
隅
の
各

支
所
に
、「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
本

体
）」「
び
ん
」「
空
き
缶
」
を
入

れ
る
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
既

に
あ
る「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル（
本
体
）」

「
空
き
缶
」
の
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ

ク
ス
に
新
た
に
「
び
ん
」
を
加
え

ま
し
た
。

　

な
お
、
回
収
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
・
び
ん
・
空
き
缶
は
引
取
業
者

に
出
荷
し
、
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

持
込
方
法

・
軽
く
水
洗
い
し
て
、
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
や

ラ
ベ
ル
は
、
必
ず
外
し
て
（
本

体
の
み
）
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
び
ん
の
フ
タ
（
栓
）
は
、
で
き

る
だ
け
外
し
て
く
だ
さ
い
。

・
市
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
（
手
数
料
は
無

料
で
す
）。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課

（
☎
�
９
４
３
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

設置場所 持込可能時間
金城老人福祉センター入口

8:30～17:15
（土・日・祝日・年末
年始を除く。）

市役所旭支所１階正面入り
口階段下
市役所弥栄支所デマンドタ
クシーやうね号休憩所内
市役所三隅支所１階正面入
り口左横
市総合福祉センター１階ロ
ビー

8:30～21:00
（休館日を除く。）

　

安
心
し
て
井
戸
水
を
飲
む
た
め

に
井
戸
の
適
正
な
管
理
に
心
掛
け
、

水
質
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

施
設
は
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う

　

井
戸
な
ど
の
水
源
や
そ
の
周
辺

を
定
期
的
に
点
検
・
清
掃
し
、
常

に
清
潔
に
保
つ
よ
う
心
掛
け
、
汚

水
や
動
物
の
排
泄
物
が
入
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
異
常
を
認

め
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
本
庁
く
ら

し
と
環
境
課
又
は
㈶
島
根
県
環
境

保
健
公
社
に
相
談
す
る
な
ど
し
て
、

水
道
法
で
定
め
ら
れ
た
項
目
の
う

ち
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
水
質
検

査
を
し
ま
し
ょ
う
。

水
質
検
査
で
安
全
確
認
を

毎
日
の
検
査

○
色
・
濁
り
・
臭
い
・
味
に
つ
い

て
異
常
が
な
い
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

飲
用
に
関
す
る
こ
と
の
確
認

○
１
年
以
内
ご
と
の
水
質
検
査
で
、

飲
用
に
適
し
て
い
る
か
ど
う
か

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
水
道
法
で
定
め
ら
れ
た
項
目
に

準
じ
て
定
期
的
に
検
査
を
し
ま

し
ょ
う
。

汚
染
や
事
故
が
起
こ
っ
た
と
き
は

○
飲
用
し
て
い
る
水
が
、
人
の
健

康
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
場
合
は
、
直
ち
に

使
用
を
や
め
て
、
水
を
飲
ま
な

い
よ
う
利
用
者
な
ど
に
知
ら
せ

て
く
だ
さ
い
。

○
㈶
島
根
県
環
境
保
健
公
社
又
は

浜
田
保
健
所
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

○
原
因
を
調
査
し
、
原
因
を
取
り

除
い
た
後
は
、
水
質
検
査
を
実

施
し
て
安
全
を
確
認
し
て
か
ら

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

㈶
島
根
県
環
境
保
健
公
社

（
☎
�
７
４
４
２
）

浜
田
保
健
所
衛
生
指
導
グ
ル
ー

プ
（
☎
�
５
５
５
７
）

　この無料配布中止の取組は、石油原料のレジ
袋が対象で二酸化炭素排出量の削減やごみの減
量化を目的としています。
　レジ袋を無料配布している商店が多い中、参
加店では、レジ袋の有料化又は植物原料のバイ
オマス袋や紙袋へ切り替える対応をしており、
レジ袋の削減に取り組んでいます。
　初日には、はまだエコライフ推進隊やみのり
保育園・くもぎ保育園の園児が、参加店舗で取
組を案内したチラシなどを配り、「買い物をす
るときにはマイバッグを持参しましょう」と身
近な取組への参加を呼び掛けました。

小売店の皆さんへ

　レジ袋無料配布中止に参加するお店を募集し
ています。詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ先
　本庁くらしと環境課内　はまだエコライフ推

進隊（☎�９４２０）

ＰＲＩＬＥ一番街本店前で、マイバッグの持参を呼び
掛ける園児

リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス

（
回
収
箱
）を
設
置
し
ま
し
た

井
戸
水
を
飲
用
し
て
い
る

皆
さ
ん
へ

９月１日からレジ袋無料配布中止
～参加店は、45店舗でスタート～
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ク
マ
の
出
没
に
つ
い
て

　

ク
マ
は
秋
か
ら
冬
に
か
け
、
冬

支
度
に
備
え
て
採
餌
す
る
た
め
に

行
動
範
囲
を
広
げ
、
積
極
的
に
活

動
し
ま
す
。
ク
マ
が
人
里
に
寄
り

つ
く
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
必
要
の

な
い
果
樹
な
ど
は
除
去
し
、
ク
マ

の
誘
因
物
に
な
ら
な
い
よ
う
に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ク
マ
を
見
掛
け
た
り
、

被
害
が
発
生
し
た
り
し
た
と
き
は
、

必
ず
本
庁
農
林
課
又
は
各
支
所
産

業
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
が

ク
マ
対
策
に
役
立
ち
ま
す
。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

○
音
の
出
る
物
を
携
帯
し
ま
し
ょ

う
　

登
山
や
山
林
作
業
時
、
又
は
早

朝
・
夕
方
の
外
出
時
な
ど
ク
マ
と

遭
遇
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、

ク
マ
除
け
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
、
音

の
出
る
物
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

　

山
林
に
入
る
と
き
は
、
２
人
以

上
で
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

○
誘
因
物
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

　

残
飯
や
生
ご
み
を
畑
な
ど
に
放

置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

必
要
の
な
い
柿
や
栗
は
除
去

し
、
家
の
周
辺
に
ハ
チ
の
巣
が
あ

る
場
合
は
撤
去
し
ま
し
ょ
う
。

○
も
し
ク
マ
に
出
会
っ
て
し
ま
っ

た
ら
…

　

大
声
で
叫
ん
だ
り
、
物
を
投
げ

た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

逃
げ
る
も
の
を
と
っ
さ
に
追
う

習
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
慌
て
て

走
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
近
づ
い
て
き
た
ら
…

　

ク
マ
の
気
を
そ
ら
す
た
め
に
、

手
荷
物
な
ど
を
そ
っ
と
置
き
、

ゆ
っ
く
り
後
ず
さ
り
し
な
が
ら
立

ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

○
子
グ
マ
を
見
か
け
た
ら
…

　

親
グ
マ
が
近
く
に
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
子
連
れ
の
ク
マ
は

特
に
危
険
で
す
。
速
や
か
に
安
全

な
と
こ
ろ
へ
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
課
農
政
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

各
支
所
産
業
課

　

金
城
自
治
区
内
の
神
楽
社
中
に

よ
る
石
見
神
楽
上
演
を
行
い
ま
す
。

日
程

10
月
１
日
㈯　

波
佐
常
磐
倶
楽
部
社
中

７
日
㈮　

青
原
神
楽
社
中

８
日
㈯　

上
来
原
神
楽
社
中

９
日
㈰　

伊
木
神
楽
社
中

14
日
㈮　

桑
の
木
園
芸
能
ク
ラ
ブ

15
日
㈯　

下
来
原
西
組
神
楽
社
中

21
日
㈮　

若
林
神
楽
社
中

22
日
㈯　

小
笹
神
楽
社
中

28
日
㈮　

久
佐
西
組
神
楽
社
中

29
日
㈯　

今
福
神
楽
社
中

時
間　
午
後
８
時
30
分
～

場
所　
美
又
温
泉
会
館
２
階

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

市
金
城
支
所
産
業
課

（
☎
�
１
２
３
３
）

　

市
内
の
中
小
企
業
者
な
ど
に
対

し
、
事
業
化
を
目
的
と
し
た
新
商

品
の
開
発
、特
許
権
な
ど
の
取
得
、

販
路
の
開
拓
、
デ
ザ
イ
ン
開
発
、

協
業
化
の
促
進
な
ど
の
事
業
活
動

に
対
し
て
、
一
部
経
費
を
支
援
す

る
補
助
制
度
で
す
。

対
象　
次
に
掲
げ
る
要
件
に
全
て

該
当
す
る
こ
と

⑴　

市
内
に
主
た
る
事
業
所
（
住

所
）
を
有
す
る
中
小
企
業
者
な

ど
⑵　

市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

⑶　

当
該
支
援
事
業
の
一
次
募
集

補
助
対
象
者
の
う
ち
、
交
付
決

定
を
受
け
た
事
業
区
分
で
な
い

こ
と
、
及
び
２
つ
の
事
業
区
分

で
交
付
決
定
を
受
け
て
い
な
い

こ
と

補
助
対
象
期
間

４
月
１
日
㈮
～
平
成
24
年
３
月

31
日
㈯

受
付
期
間

10
月
３
日
㈪
～
17
日
㈪

申
請
方
法　
所
定
の
申
請
書
（
本

庁
産
業
政
策
課
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

受
付
期
間
内
で
申
請
額
が
予

算
を
超
過
し
た
場
合
は
、
補
助

額
が
減
額
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

事
業
区
分

①
新
商
品
開
発
事
業

②
特
許
権
等
取
得
事
業

③
販
路
開
拓
事
業

④
デ
ザ
イ
ン
開
発
事
業

⑤
中
小
企
業
組
織
化
促
進
事
業

※　

詳
し
く
は
、『
広
報
は
ま
だ
』

４
月
号
又
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
産
業
政
策
課

（
☎
�
９
５
０
１
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
実

施
す
る
次
の
事
業
に
対
し
て
助
成

し
ま
す
。

⑴　

社
会
貢
献
に
関
す
る
事
業

⑵　

人
材
育
成
に
関
す
る
事
業

⑶　

芸
術
文
化
の
振
興
に
関
す
る

事
業

補
助
対
象
要
件　
市
内
に
住
所
が

あ
る
人
又
は
所
在
す
る
団
体
が

行
う
も
の
で
、
次
に
掲
げ
る
要

件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事

業
。
た
だ
し
、
政
治
団
体
及
び

宗
教
団
体
が
行
う
事
業
、
又
は

営
利
を
目
的
と
す
る
事
業
は
除

き
ま
す
。

⑴　

市
民
が
主
体
的
に
参
画
し
て

行
う
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
あ
る

こ
と

⑵　

事
業
実
施
に
よ
る
波
及
効
果

が
大
き
い
こ
と

助
成
範
囲　
助
成
金
額
は
、
事
業

に
要
す
る
経
費
の
う
ち
１
／
３

産
業
・
地
域
活
性
化

ク
マ
の
出
没
な
ど
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
！

美
又
温
泉
ま
つ
り

～
石
見
神
楽
定
期
公
演
～

中
小
企
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

事
業
（
二
次
募
集
）

市
民
協
働
活
性
化
支
援
事
業

（
第
２
回
募
集
）
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

以
内
と
し
、
30
万
円
を
上
限
と

し
ま
す
。

※　

団
体
な
ど
の
経
常
的
な
事
業

や
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
事
業

は
対
象
外
で
す
。

※　

申
請
状
況
に
よ
っ
て
は
、
交

付
決
定
額
を
減
額
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

受
付
期
間

10
月
３
日
㈪
～
31
日
㈪

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
政
策
課
地
域
振
興
係

（
☎
�
９
２
０
１
）

　

10
月
か
ら
12
月
搭
乗
分
の

「
ス
ー
パ
ー
旅
割
」・「
旅
割
」
に

つ
い
て
、
予
約
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
大
変
お
得
な
運
賃
設
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
家
族
旅
行
や
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
旅
行
な
ど
に
、
ぜ
ひ

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ー
パ
ー
旅
割

予
約
可
能
日　
搭
乗
45
日
前
ま
で

運
賃　
　
　
　

９
、
８
０
０
円
～

１
５
、
２
０
０
円

旅
割

予
約
可
能
日　
搭
乗
28
日
前
ま
で

運
賃　
　
　

１
６
、
５
０
０
円
～

２
５
、
２
０
０
円

※　

ス
ー
パ
ー
旅
割
は
搭
乗
日
の

45
日
前
ま
で
に
、
旅
割
は
搭
乗

日
の
28
日
前
ま
で
に
予
約
と
支

払
い
が
必
要
で
す
。
航
空
券
購

入
後
の
予
約
変
更
は
で
き
ま
せ

ん
。
航
空
券
購
入
後
は
取
消
日

に
か
か
わ
ら
ず
、
運
賃
の
50
％

相
当
額
の
取
消
手
数
料
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

萩
・
石
見
空
港
利
用
拡
大
促
進

協
議
会

（
☎
０
８
５
６
�
０
９
９
０
）

　

島
根
農
政
事
務
所
は
、
農
林
水

産
省
の
９
月
１
日
付
け
組
織
再
編

に
よ
り
、「
松
江
地
域
セ
ン
タ
ー

（
浜
田
支
所
）」
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
地
域
第
二
課
（
出
雲

市
）
は
松
江
地
域
セ
ン
タ
ー
に
統

合
さ
れ
ま
し
た
。

　

再
編
後
の
松
江
地
域
セ
ン
タ
ー

で
は
、
戸
別
所
得
補
償
制
度
な
ど

の
農
業
経
営
の
安
定
や
農
山
漁
村

の
６
次
産
業
化
、
食
の
安
全
・
安

心
確
保
な
ど
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
中
国
四
国
農
政

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

http://w
w

w
.m

aff.go.jp/chushi/
kikouzu/saihen_info.htm

l

問
い
合
わ
せ
先

松
江
地
域
セ
ン
タ
ー
【
〒
６
９

０-

０
０
０
１　

松
江
市
東
朝

日
町
１
９
２
（
☎
０
８
５
２
�

７
３
１
１
）】

松
江
地
域
セ
ン
タ
ー
浜
田
支
所

【
〒
６
９
７-

０
０
２
４　

黒

川
町
３
７
４
３
（
☎
�
０
９
８

０
）】

　

住
宅
の
改
修
（
耐
震
改
修
・
バ

リ
ア
フ
リ
ー
改
修
・
省
エ
ネ
改
修
）

を
行
い
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す

る
人
は
、
固
定
資
産
税
が
減
額
さ

れ
ま
す
。

耐
震
改
修
に
伴
う
固
定
資
産
税
の

減
額

　

昭
和
56
年
に
改
正
さ
れ
る
前
の

建
築
基
準
法
に
基
づ
き
建
築
さ
れ
、

現
行
の
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
す
る

た
め
に
、
工
事
費
30
万
円
以
上
の

耐
震
改
修
を
行
い
、
現
行
の
耐
震

基
準
を
満
た
す
こ
と
と
な
っ
た
住

宅
の
固
定
資
産
税
を
減
額
す
る
制

度
で
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
伴
う
固
定

資
産
税
の
減
額

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
が
、
安
心

し
て
快
適
に
自
立
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
住

宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
促
進
す

る
た
め
に
、
一
定
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
を
行
っ
た
住
宅
の
固
定

資
産
税
を
減
額
す
る
制
度
で
す
。

熱
損
失
防
止
改
修（
省
エ
ネ
改
修
）

に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減
額

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
、

家
庭
で
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減

が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
住
宅
の

省
エ
ネ
化
を
促
進
す
る
た
め
に
、

一
定
の
省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行
っ

た
住
宅
の
固
定
資
産
税
を
減
額
す

る
制
度
で
す
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　

現
在
、
市
内
に
家
屋
を
新
築

し
て
お
り
、
今
年
中
に
完
成
予

定
で
す
。
完
成
後
、
市
役
所
の

人
が
調
査
に
来
る
そ
う
で
す
が
、

ど
ん
な
こ
と
を
調
べ
る
の
で
す

か
。

Ａ　

新
築
又
は
増
築
さ
れ
た
家
屋

に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
を

計
算
す
る
た
め
に
税
務
課
の
職

員
が
家
屋
の
調
査
を
し
ま
す
。

家
屋
調
査
に
つ
い
て

調
査
時
間　
お
お
む
ね
１
時
間
程

度
で
終
了
し
ま
す
。

調
査
内
容　
家
屋
の
部
材
の
種
類

や
設
備
、
そ
れ
ら
の
使
用
面
積

や
数
量
を
確
認
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か　
認
印
・
家
屋
の
平
面

図
や
仕
上
表
を
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

※　

家
屋
調
査
の
際
に
、
固
定
資

産
税
の
特
例
や
軽
減
措
置
、
所

得
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告

の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
資
産
税
室

（
☎
�
９
２
３
３
）

各
支
所
税
務
担
当
窓
口

ス
ー
パ
ー
旅
割
で
東
京
へ

お
得
に
旅
を
し
ま
せ
ん
か

島
根
農
政
事
務
所
は
「
松

江
地
域
セ
ン
タ
ー
（
浜
田

支
所
）」
に
な
り
ま
し
た

税
務
・
納
税

住
宅
改
修
に
伴
う
固
定
資
産

税
の
減
額
に
つ
い
て



広報はまだ：平成23年10月号　　　12

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

平
成
23
年
分
所
得
税
・
平
成
24

年
度
市
・
県
民
税
（
個
人
住
民
税
）

か
ら
、
次
の
よ
う
に
扶
養
控
除
が

見
直
し
さ
れ
ま
す
。

年
少
扶
養
控
除
の
廃
止

　

子
ど
も
手
当
の
支
給
に
伴
い
、

年
少
扶
養
親
族
（
16
歳
未
満
の
扶

養
親
族
）
に
係
る
扶
養
控
除
（
控

除
額
33
万
円
）が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

特
定
扶
養
控
除
の
縮
小

　

特
定
扶
養
親
族
（
16
歳
以
上
23

歳
未
満
の
扶
養
親
族
）
は
、
高
校

の
授
業
料
無
償
化
に
伴
い
、
16
歳

以
上
19
歳
未
満
の
扶
養
親
族
に

限
っ
て
、
扶
養
控
除
額
の
上
乗
せ

部
分
（
12
万
円
）
が
廃
止
さ
れ
、

扶
養
控
除
額
が
33
万
円
に
縮
小
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、　19
歳
未
満

の
人
を
扶
養
し
て
い
る
人
は
、
個

人
住
民
税
の
負
担
が
、
原
則
増
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

寄
附
金
控
除
の
拡
充

　

個
人
住
民
税
の
寄
附
金
控
除
に

つ
い
て
、
控
除
の
対
象
と
な
る
寄

附
金
の
最
低
額
（
適
用
下
限
額
）

が
２
千
円
（
改
正
前
５
千
円
）
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　

寄
附
金
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
確
定
申
告
又
は
市
へ
の
申
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
告
に
あ

た
っ
て
は
、
寄
附
先
の
法
人
や
団

体
が
発
行
し
た
寄
附
金
の
受
領
を

証
明
す
る
書
類
（
領
収
書
な
ど
）

の
添
付
が
必
要
で
す
。
申
告
の
と

き
ま
で
大
事
に
保
管
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
２
）

各
支
所
税
務
担
当
窓
口

　
「
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ
ク

ス
）」
は
、
全
国
の
地
方
公
共
団

体
が
共
同
で
運
営
す
る
地
方
税
の

総
合
窓
口
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
す
る
と
、

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
や
法
人

市
民
税
の
申
告
な
ど
、
地
方
税
に

関
す
る
手
続
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
簡
単
に
で
き
ま
す
。

　

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
利
用
手
続
や
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

http://w
w

w
.eltax.jp/

問
い
合
わ
せ
先

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク

（
☎
０
５
７
０-

０
８
１
４
５

９
）

利
用
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
９
時
（
土
・
日
・
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
。）

　

日
曜
日
及
び
祝
日
の
保
育
が
必

要
な
児
童
に
対
し
、
休
日
保
育
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
児
童　
市
内
・
外
を
問
わ
ず
、

就
学
前
の
児
童
で
、
保
護
者
の

就
労
形
態
な
ど
の
や
む
を
得
な

い
事
情
の
た
め
、
日
曜
日
及
び

祝
日
の
保
育
が
必
要
と
認
め
ら

れ
る
児
童
（
日
曜
日
及
び
祝
日

に
お
い
て
、
通
常
の
保
育
所
入

所
の
要
件
に
該
当
す
る
児
童
）

実
施
場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
す
く
す
く
」

実
施
日
時　
日
曜
日
及
び
祝
日

（
12
月
31
日
か
ら
翌
年
１
月
３

日
を
除
く
。）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30

分
申
込
方
法　
事
前
に
休
日
保
育
登

録
が
必
要
で
す
。
本
庁
子
育
て

支
援
課
又
は
各
支
所
市
民
福
祉

課
で
申
請
書
に
記
入
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

印
鑑
が
必
要
で
す
。

※　

休
日
保
育
登
録
の
有
効
期
間

は
年
度
末
（
３
月
31
日
）
ま
で

と
な
り
ま
す
。
利
用
の
年
度
ご

と
に
登
録
が
必
要
で
す
。

利
用
方
法　
利
用
希
望
日
の
７
日

前
ま
で
に
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
電
話
で
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

施
設
の
受
入
人
数
や
児
童
の

年
齢
の
状
況
に
よ
り
、
利
用
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

利
用
料　
利
用
年
度
の
４
月
１
日

現
在
の
年
齢
を
基
に
、
利
用
料

を
決
定
し
ま
す
。

市
内
在
住
の
児
童

３
歳
未
満
児　

２
、
４
０
０
円

３
歳
以
上
児　

２
、
２
０
０
円

市
外
在
住
の
児
童

３
歳
未
満
児　

３
、
２
０
０
円

３
歳
以
上
児　

３
、
０
０
０
円

※　

利
用
料
は
日
額
で
、
お
や
つ

代
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

利
用
予
約
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
１
２
５
３
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

平
成
24
年
４
月
の
進
学
な
ど
を

希
望
し
て
い
る
次
の
人
を
対
象
に
、

修
学
費
用
な
ど
に
係
る
資
金
の
予

約
貸
付
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

対
象

・
児
童
を
扶
養
す
る
母
子
家
庭
の

母
・
20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る
寡

婦
・
父
母
の
い
な
い
児
童

※　
「
児
童
」
と
は
20
歳
に
満
た

な
い
子
を
い
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
資
金

児
童
の
進
学
な
ど
を
対
象
と
す
る

資
金
（
無
利
子
）

・
修
学
資
金
（
高
校
・
高
専
・
専

修
学
校
・
短
大
・
大
学
の
授
業

料
や
書
籍
代
な
ど
修
学
に
必
要

な
資
金
）

・
修
業
資
金
（
就
職
す
る
た
め
に

必
要
な
知
識
技
能
を
習
得
す
る

た
め
に
必
要
な
資
金
）

・
就
学
支
度
資
金
（
就
学
・
修
業

す
る
た
め
に
必
要
な
入
学
金
や

被
服
な
ど
の
購
入
資
金
）

※　

ほ
か
の
制
度
に
よ
る
奨
学
金

の
貸
与
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ

ん
。

平
成
24
年
度
市
・
県
民
税

（
個
人
住
民
税
）に
か
か
る

税
制
改
正
に
つ
い
て

市
税
の
電
子
申
告
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い

子
育
て

休
日
保
育
事
業
に
つ
い
て

母
子
寡
婦
福
祉
資
金

（
修
学
資
金
な
ど
）

予
約
貸
付
に
つ
い
て
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13　　　広報はまだ：平成23年10月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

コラムコラム子 育 て

母
子
家
庭
の
母
、
寡
婦
の
知
識
技

能
習
得
を
対
象
と
す
る
資
金
（
連

帯
保
証
人
を
立
て
る
場
合
は
無

利
子
、
立
て
な
い
場
合
は
年
１
・

５
％
）

・
技
能
習
得
資
金
（
就
職
す
る
た

め
に
必
要
な
知
識
技
能
を
習
得

す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
）

申
請
書
提
出
期
限

第
１
次
締
切
日　
11
月
30
日
㈬

第
２
次
締
切
日　
平
成
24
年
２
月

29
日
㈬

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

～
子
ど
も
た
ち
に

家
庭
の
ぬ
く
も
り
を
～

　

様
々
な
事
情
に
よ
り
、
家
族
と

一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
こ
う

し
た
子
ど
も
た
ち
を
自
分
の
家
に

迎
え
入
れ
、
家
庭
的
な
環
境
の
中

で
愛
情
を
込
め
て
養
育
す
る
の
が

里
親
で
す
。

　

里
親
の
家
庭
で
愛
情
に
包
ま
れ

て
家
族
の
一
員
と
し
て
暮
ら
す
こ

と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
一
人

の
人
間
と
し
て
大
切
に
さ
れ
、
愛

さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
覚
を
持
ち

な
が
ら
育
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

～
あ
な
た
に
も

で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
～

　

里
親
に
な
る
た
め
に
は
特
別
な

資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
必

要
な
研
修
を
受
講
す
る
こ
と
、
里

親
を
希
望
す
る
人
と
そ
の
同
居
人

が
欠
格
事
由
に
該
当
し
な
い
こ
と
、

経
済
的
に
困
窮
し
て
い
な
い
こ
と

が
必
要
で
す
。子
ど
も
が
好
き
で
、

愛
情
と
熱
意
を
持
っ
て
真
心
を
込

め
て
養
育
し
て
も
ら
え
る
人
、
ま

た
、
長
期
の
養
育
だ
け
で
な
く
、

１
週
間
、
１
か
月
間
と
い
っ
た
短

期
間
の
養
育
が
で
き
る
人
も
求
め

て
い
ま
す
。

　

里
親
制
度
に
関
心
が
あ
る
人
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
児
童
相
談
所

（
☎
�
３
５
６
０
）

月齢・年齢別で見る起こりやすい事故
月齢・年齢 起きやすい事故 事故の主な原因

新生児 周囲の不注意
によるもの

・誤って上から物を落とす
・上の子が抱き上げてけがをさせた

り、物を食べさせる

１か月～
　　６か月

転落 ・ベッドなどから落ちる
やけど ・ストーブにさわる

誤飲・中毒 ・誤飲で多い物
→たばこ、医薬品、化粧品、洗剤など

窒息
・コイン、豆などの誤飲によるもの
・ふとん、シーツ、枕などが口や鼻

をふさいでしまうことによるもの

７か月～
　　12 か月

転落・転倒 ・扉、階段、ベッド
やけど ・アイロン、ポットのお湯
溺水 ・浴槽、洗濯機に落ちる

誤飲・中毒 ・引き出しの中の薬、化粧品、コイ
ン、豆など

車中のけが ・座席から転落

１歳～４歳

誤飲・中毒 ・原因の範囲が広がる（あらゆるも
のが原因となる）

転落・転倒 ・階段、ベランダ

やけど
・熱い鍋に触れる、テーブルクロス

を引いて湯をこぼす、ストーブの
上のやかんのお湯をこぼす

溺水 ・浴槽に落ちる、水遊び
交通事故 ・飛び出し事故

　現在わが国では、不慮の事故が子どもの死亡原因の上位
となっています。事故の内容は年齢によって特徴がありま
すが、親の注意や周囲のちょっとした気配りで事故の大部
分が防げます。発育過程の中でいつ頃、どんな事故が起こ
りやすいか知っておくことは、事故の予防の上で大切です。

家での事故防止チェックポイント

　乳児の事故の大半は、保護者の視線
が届く室内で起こっています。一見、
安全に見える部屋も、子どもにとって
は危険なものがいっぱいあります。一
度、子どもの目線で周りに危険なもの
がないかチェックしてみましょう。
居間　たばこ、薬、コインなどは、床

から１ｍ以上の子どもの手の届かな
い場所に置いてありますか？テーブ
ルクロスは外してありますか？
お風呂場　浴槽の水は抜いてあります

か？浴室のドアは鍵がかかります
か？
洗面所　洗濯機を使っているときに、

子どもに注意を払っていますか？カ
ミソリなど、危険な物はきちんとし
まってありますか？
台所　包丁など、危険な物はきちんと

しまってありますか？熱い料理など
の入った鍋は、手の届かないところ
にありますか？
窓・ベランダ・階段　柵はしてありま

すか？踏み台になるような物は置い
てありませんか？

（金城支所市民福祉課）

※　次回11月号は、『健康』についてのコラムを掲載します。

10
月
は
里
親
月
間
で
す

事故から子どもを守りましょう
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

自
分
の
ペ
ー
ス
で
気
持
ち
よ
く
、

自
然
の
中
を
歩
き
ま
せ
ん
か
？

　

当
日
は
、
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
健
康
・
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　
10
月
16
日
㈰

（
雨
天
中
止
・
小
雨
決
行
）

受
付
時
間　
午
前
９
時
～

出
発
時
間　
午
前
10
時

集
合
場
所　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

　

ー
横
ふ
れ
あ
い
広
場
市
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
協
会
ブ
ー
ス
前

コ
ー
ス　

３
㎞
コ
ー
ス
・
５
㎞

コ
ー
ス

参
加
費　
無
料

※　

保
険
料
は
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

協
会
が
負
担
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
10
月
14
日
㈮

※　

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

西
川
さ
ん
（
☎
０
９
０-

９
５

０
７-

１
７
５
５
）

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

　11月以降のがん検診日程については、「平成23
年度各種健（検）診日程表」をご覧ください。
※　市が実施する各種がん検診は、無料で受診す

ることができます。
問い合わせ先
　本庁地域医療対策課健康推進係（☎�９３１１）
　各支所市民福祉課

胃がん検診　　対象　40歳以上
※　休日検診のため予約が必要です。
申込先　県環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会場
三
隅

10月30日㈰
（休日検診） 8:30～11:00 三隅保健センター

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。
受診６時間前には必ず食事を済ませてください。午
後からの受付については、検診当日の軽い朝食は結
構です。
避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメ

ン・ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ　など

乳がん検診　　対象　35歳以上の女性
※　予約が必要です（医療機関と検診車では、申込先

が異なりますので注意してください）。
【医療機関で受診する場合】
申込先　本庁地域医療対策課（☎�９３１１）

実施期間
平成24年２月29日㈬まで
毎週月・水・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】
申込先　県環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会場

旭10月14日㈮  9:00～11:30 旭保健センター13:00～15:00

三
隅

10月５日㈬ 9:00～11:30 黒沢公民館
13:30～15:00 白砂公民館

10月６日㈭ 9:00～11:30 みのり会館13:00～15:00

10月12日㈬ 9:00～11:30 岡見公民館13:00～15:00

10月13日㈭ 9:00～11:30 三保公民館13:00～15:00
10月30日㈰

（休日検診）
9:00～11:30 三隅保健センター13:00～15:00

※　定員になり次第締め切ります。

子宮頸がん検診
　平成23年度から、子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰ
Ｖ（ヒトパピローマウイルス）検査を無料で受けるこ
とができます。
※　医療機関と検診車では、対象年齢が異なりますの

で注意してください。
【医療機関で受診する場合】
対象　20歳～49歳の女性
実施期間　平成24年２月29日㈬まで
受託医療機関　産婦人科江木医院（☎�１１８１）

中山産婦人科医院（☎�００７１）
※　診療時間内は、予約不要です。
時間外診療

産婦人科江木医院　10月28日㈮　17:00～19:00
中山産婦人科医院　10月３日㈪　17:00～18:30

※　前日までに予約が必要です。
【検診車で受診する場合】（予約不要）
対象　20歳以上の女性

実施日 受付時間 会場
浜
田

10月22日㈯
（休日検診）

9:30～11:30 市役所東分庁舎前駐車場13:00～15:00

金
城

10月７日㈮
9:00～　9:30 美又公民館（みまた会館）

10:15～10:30 かたらいの家
11:00～11:30 波佐公民館（ときわ会館）

10月９日㈰
（休日検診） 9:30～11:30 みどりかいかん

10月11日㈫
13:00～13:30 久佐公民館（くざ会館）
14:00～14:30 今福公民館（ふれあい会館）
15:00～15:30 小笹集会所

旭

10月７日㈮
13:15～14:15 旭保健センター

14:45～15:15 島根あさひ社会復帰促進セ
ンタービジターセンター

10月11日㈫

9:00～　9:30 都川高齢者活動促進センター
10:00～10:20 市木生活改善センター
11:00～11:20 重富生活改善センター
11:40～12:00 木田生活改善センター

三
隅

10月30日㈰
（休日検診）

9:30～11:30 三隅保健センター13:00～15:00

肺がん検診（予約不要）
【Ｘ線検査】　対象　40歳以上
【喀痰検査】　対象　50歳以上（必要者のみ）

実施日 受付時間 会場
弥
栄10月25日㈫ 14:00～14:15 老人福祉センター

14:45～15:00 弥栄会館
三
隅

10月30日㈰
（休日検診） 8:30～11:00 三隅保健センター

※　65歳以上で結核検診を受けられなかった人は、肺
がん検診を利用してください。

健
康
・
福
祉

歩
く
健
康
づ
く
り
普
及
事
業

～
健
康
ウ
ォ
ー
ク
in
野
原
～

10月各種がん検診の日程
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

精
神
疾
患
や
精
神
障
が
い
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、
共
に
生
き

る
地
域
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
講
座
は
、
精
神
障
が
い
者

の
生
活
や
社
会
参
加
を
支
援
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

場
所　
浜
田
保
健
所

定
員　
先
着
30
人

※　

原
則
、
４
回
の
講
座
を
全
て

受
講
で
き
る
人
（
経
験
や
資
格

の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。）

受
講
料　
無
料

修
了
証
書　
４
回
の
講
座
を
全
て

受
講
し
た
人
に
交
付
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
10
月
28
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
健
康
増
進
グ
ル
ー

プ
（
☎
�
５
５
５
０
・
▢FAX
�
７

０
０
９
）

講座内容
回 日時 内　　　容

１ 11月１日㈫
13:30～16:30

こころの病気に
ついて理解を深
めよう

・精神科専門医師によるこころ
の病気についての講義

２ 11月８日㈫
13:00～16:30

こころの病気や
障がいのある人
への支援につい
て考えよう

・体験発表
・精神科専門病院の相談員によ

る精神障がい者への支援と対
応についての説明

・浜田地域の精神保健福祉サー
ビスの現状と課題についての
説明

３

11月14日㈪ 
　　15日㈫ 
　　17日㈭ 
　　18日㈮

地域の社会資源
を知り交流しよ
う

次のいずれかの施設で体験実習
・ヴィレッジせいわ
・江津市地域活動支援センター
　（さくらんぼのお家）
・アクティブ工房
※　午前（９時～12時）又は午

後（１時～４時）の半日実習
です。

４ 11月25日㈮ 
13:30～16:00

こころの健康ボ
ランティアの役
割について考え
よう

・講義（ボランティアの活動と
役割について）

・ボランティア組織の活動状況
発表、今後の活動について

臓
器
移
植
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
と
と
も

に
、
親
族
に
対
し
て
優
先
的
に
臓

器
提
供
す
る
意
思
を
書
面
で
表
示

で
き
ま
す
。

　

本
人
の
臓
器
提
供
の
意
思
が
不

明
な
場
合
も
、
家
族
の
承
諾
が
あ

れ
ば
臓
器
の
提
供
が
可
能
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
15
歳
未
満
の
人
か

ら
の
脳
死
状
態
で
の
臓
器
の
提
供

も
可
能
に
な
り
ま
す
。

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

健
康
保
険
証
・
運
転
免
許
証
の

裏
面
に
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
欄

が
順
次
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
切
な
人
と
話
を
し
ま
し
ょ
う

　
「
提
供
し
た
い
」・「
提
供
し
た

く
な
い
」、
ど
ち
ら
も
一
人
ひ
と

り
の
大
切
な
気
持
ち
で
す
。
自
分

の
気
持
ち
、
家
族
の
気
持
ち
を
確

認
す
る
た
め
、
大
切
な
人
と
話
を

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

㈶
島
根
難
病
研
究
所
し
ま
ね
ま

ご
こ
ろ
バ
ン
ク

（
☎
０
８
５
３
�
２
５
５
６
）

対
象　
将
来
就
業
を
希
望
す
る
看

護
職
員
な
ど

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
看
護

情
報
の
提
供
な
ど

日
時　
10
月
12
日
㈬
・
11
月
９
日

㈬　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

担
当
者　
山
本
喜
志
恵
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０
）

　

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
と
そ
の

予
備
群
と
な
る
人
を
早
期
に
発
見

し
、
改
善
の
指
導
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣

病
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
ま
ず

は
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象　
今
年
度
40
歳
以
上
74
歳
以

下
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

※　

社
会
保
険
加
入
者
は
、
持
っ

て
い
る
保
険
証
を
発
行
し
た
保

険
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※　

75
歳
以
上
の
人
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
で
健
康
診
査
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

受
診
期
間　
11
月
30
日
㈬
ま
で

受
診
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
特
定
健
康
診
査
受
診
券

・
受
診
料
（
１
、
０
０
０
円
）

※　

受
診
券
が
な
い
場
合
は
、
届

出
に
よ
り
再
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

検
査
項
目

基
本
的
な
健
診　
問
診
・
身
体
計

測
・
診
察
・
血
圧
測
定
・
尿
検

査
・
脂
質
検
査
・
肝
機
能
検
査
・

血
糖
検
査

詳
細
な
健
診　
貧
血
検
査
・
心
電

図
検
査
・
眼
底
検
査

※　

眼
底
検
査
は
、
医
師
が
必
要

と
認
め
た
人
の
み
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課

（
☎
�
９
４
１
０
）

こ
こ
ろ
の
健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
受
講
生
募
集

10
月
は
臓
器
移
植
普
及
推
進

月
間
で
す

就
業
相
談
会
（
移
動
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
）
を
開
催
し
ま
す

保
険
・
医
療
・
年
金

受
け
て
い
ま
す
か
？

特
定
健
診
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福
祉

子

育

て

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た

め
に
は
、市
役
所
で
申
請
し
て「
介

護
が
必
要
な
状
態
で
あ
る
」
と
い

う
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
窓
口
に
申
請
す
る
と
、
認
定

調
査
や
審
査
を
経
て
、
介
護
が
必

要
な
状
態
か
ど
う
か
、
ま
た
ど
の

く
ら
い
の
介
護
が
必
要
で
あ
る
か

が
決
め
ら
れ
ま
す
。

申
請
か
ら
利
用
ま
で
の
流
れ

①
申
請

　

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
す
る

人
は
「
要
介
護
認
定
」
の
申
請
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

申
請
で
き
る
人
は
、
本
人
又
は

家
族
で
す
が
、
成
年
後
見
人
・
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
・
介
護
保
険
施
設

に
代
行
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き

ま
す
。

②
認
定

　

市
役
所
が
認
定
調
査
の
た
め
、

自
宅
を
訪
問
し
ま
す
。

　

本
人
の
主
治
医
に
心
身
の
状
況

に
つ
い
て
の
意
見
書
を
書
い
て
も

ら
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処

理
さ
れ
、
主
治
医
意
見
書
と
と
も

に
認
定
審
査
会
で
状
態
区
分
が
判

定
さ
れ
ま
す
。

③
認
定
結
果

　

要
介
護
認
定
の
結
果
は
、
原
則

と
し
て
申
請
か
ら
30
日
以
内
に
自

宅
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

④
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

　

要
介
護
１
～
５
と
認
定
さ
れ
た

人
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
か
施
設

サ
ー
ビ
ス
を
選
び
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

を
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
作
成
し

ま
す
。

　

要
支
援
１
～
２
と
認
定
さ
れ
た

人
は
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
介

護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま

す
。

⑤
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
、
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
に
支
払
う
利
用
料
は
、
原

則
と
し
て
か
か
っ
た
費
用
の
１
割

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
（
☎
�
１
５
２
０
）

本
庁
高
齢
者
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
�
９
３
２
０
）

①
男
女
共
同
参
画
推
進
標
語

　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民

の
皆
さ
ん
の
理
解
と
認
識
を
深
め

る
た
め
、
啓
発
に
活
用
す
る
標
語

を
募
集
し
ま
す
。

　

性
別
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
暮
ら
し

の
中
で
感
じ
た
こ
と
な
ど
、
あ
な

た
の
言
葉
で
表
現
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

応
募
内
容　
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
標
語

対
象　
市
内
在
住
の
人

募
集
締
切
日　
10
月
31
日
㈪
（
当

日
消
印
有
効
）

応
募
方
法　

は
が
き
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
・
専
用
応
募
用
紙

（
本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ

ン
タ
ー
及
び
各
公
民
館
に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）

に
標
語（
１
人
何
作
品
で
も
可
）・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

１
人
何
作
品
で
も
応
募
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
入
賞
点
数
は

１
人
１
点
と
し
ま
す
。

※　

応
募
用
紙
は
、
各
支
所
自
治

振
興
課
及
び
各
公
民
館
で
も
受

け
付
け
ま
す
。

②
人
権
尊
重
標
語

　

人
権
意
識
の
高
揚
と
啓
発
に
活

用
す
る
た
め
、
人
権
尊
重
標
語
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
内
容　

日
常
生
活
の
中
で
、

人
権
尊
重
の
精
神
を
強
く
訴
え

る
標
語

対
象　
市
内
在
住
の
人

※　

小
・
中
学
生
は
、
学
校
を
通

じ
て
作
文
や
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
除
き
ま
す
。

募
集
締
切
日　
10
月
31
日
㈪
（
当

日
消
印
有
効
）

応
募
方
法　
は
が
き
に
標
語
（
１

人
３
点
以
内
）・
住
所
・
氏
名（
ふ

り
が
な
）・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

①
・
②
共
通
事
項

表
彰
・
発
表　
入
賞
作
品
は
、
応

募
者
本
人
に
通
知
し
、
表
彰
し

ま
す
。 

ま
た
、『
広
報
は
ま
だ
』

及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表

し
ま
す
。

※　

作
品
は
、
未
発
表
の
自
己
作

品
に
限
り
ま
す
。

※　

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
作
品
の
著
作
権
は
浜
田
市

に
帰
属
し
、
啓
発
活
動
に
活
用

し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
【
〒
６
９
７-

８
５
０
１

殿
町
１
番
地
（
☎
�
９
１
６
０
・

▢FAX
�
０
２
１
０
）】

Em
ail:jinken@

city.ham
ada.

shim
ane.jp

吉
田
智
弥
・
テ
ン
ト
・
露
の
新
治

三
人
会
（
島
根
県
委
託
事
業
・
み

ん
な
で
学
ぶ
人
権
事
業
）

　

奈
良
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン

タ
ー
理
事
の
吉
田
智
弥
さ
ん
、
コ

メ
デ
ィ
ア
ン
で
「
お
笑
い
界
の
ツ

チ
ノ
コ
」
と
呼
ば
れ
る
テ
ン
ト
さ

ん
、
上
方
落
語
家
の
露
の
新
治
さ

ん
の
楽
し
い
噺は

な

し
と
語
り
で
、
人

権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ど
な
た
で
も
、
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
２
日
㈰

開
場　
午
後
１
時

開
演　
午
後
１
時
30
分

場
所　
周
布
公
民
館

料
金　
無
料

※　

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

広
域
圏
だ
よ
り

協
働
で
つ
く
る
活
力
と
魅
力
の

ふ
る
さ
と
浜
田
圏
域

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

つ
い
て

人
権

平
成
23
年
度
男
女
共
同
参

画
推
進
標
語
及
び
人
権
尊

重
標
語
の
募
集

第
７
回
べ
っ
ぴ
ん
寄
席



17　　　広報はまだ：平成23年10月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

ど
な
た
で
も
、
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

第
四
中
学
校
人
権
集
会

日
時　
10
月
14
日
㈮

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　
第
四
中
学
校
体
育
館

演
題　
あ
な
た
へ
…
性
・
人
権
・

命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

講
師　
木
島
知
草
さ
ん
（
長
野
県

松
本
市
在
住
）

第
二
中
学
校
人
権
集
会

日
時　
10
月
15
日
㈯

午
後
１
時
～
２
時
40
分

場
所　
第
二
中
学
校
体
育
館

演
題　
出
会
い
と
表
現

講
師　
大
湾
昇
さ
ん
（
徳
島
県
阿

波
市
在
住
）

第
一
中
学
校
人
権
集
会

日
時　
10
月
31
日
㈪

午
後
２
時
～

場
所　
第
一
中
学
校
体
育
館

講
師　
仲
村
由
里
さ
ん
（
松
江
市

在
住
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

第
四
中
学
校
（
☎
�
０
８
１
３
）

第
二
中
学
校
（
☎
�
１
２
６
８
）

第
一
中
学
校
（
☎
�
０
９
４
６
）

人
権
問
題
講
演
会

　

人
権
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
性
同
一
性
障
害
」
に
つ
い
て
、

理
解
と
認
識
を
深
め
、
人
権
の
大

切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
、
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
22
日
㈯

午
後
２
時
～

場
所　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室

演
題　
男
も
い
ろ
い
ろ　

女
も
い

ろ
い
ろ　

～
性
同
一
性
障
害
っ

て
何
？
～

講
師　
上
田
地
優
さ
ん
（
松
江
市

在
住
、
紫
の
風
代
表
）

※　

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
内　

市
人
権
・
同
和
教
育

推
進
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
☎
�
９
１
６
０
）

周
布
公
民
館
人
権
講
演
会

　

人
権
そ
し
て「
生い

の

ち命
の
大
切
さ
」

に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時　
10
月
29
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
周
布
公
民
館

演
題　
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
仮

題
）

講
師　
江
角
弘
道
さ
ん
・
江
角
由

利
子
さ
ん
（
出
雲
市
斐
川
町
在

住
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

周
布
公
民
館
（
☎
�
０
０
５
８
）

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
24

年
４
月
に
小
学
校
入
学
予
定
の
子

ど
も
（
平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
18
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）
の
健
康
診
断
を
各
小
学

校
で
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
お
知
ら
せ
と
し
て
各
家
庭

に
「
平
成
24
年
度
入
学
予
定
者
健

康
診
断
実
施
通
知
書
」
を
10
月
上

旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

10
月
18
日
㈫
ま
で
に
通
知
書
が

届
か
な
い
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
病
気
・
そ
の
ほ
か

の
事
情
で
就
学
が
困
難
な
場
合
も

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
学
校
教
育
課

（
☎
�
９
７
１
０
）

職
場
体
験
実
習
事
業

　

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

は
、
様
々
な
理
由
で
就
労
に
結
び

つ
か
な
い
人
に
、
職
場
体
験
の
機

会
を
提
供
し
て
経
験
を
積
む
事
業

と
し
て
職
場
体
験
実
習
を
行
い
ま

す
。
こ
の
事
業
に
協
力
し
て
も
ら

え
る
事
業
所
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

登
録
方
法　
登
録
票
（
青
少
年
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
０
９
８
５
・
▢FAX
�
１
０

８
０
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
新
し
い
図
書

館
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
、

図
書
館
の
活
用
方
法
な
ど
を
考
え

て
も
ら
う
た
め
、
次
の
と
お
り
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
１
部
で
は
、

大
河
ド
ラ
マ
「
江
～
姫
た
ち
の
戦

国
」
な
ど
の
脚
本
で
有
名
な
益
田

市
出
身
の
脚
本
家
・
田
渕
久
美
子

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
自
身
の
体

験
談
な
ど
を
交
え
て
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
市
内
在
住

の
パ
ネ
ラ
ー
に
様
々
な
立
場
と
角

度
か
ら
図
書
館
の
活
用
方
法
な
ど

に
つ
い
て
議
論
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
２
部
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

広
島
放
送
局
チ
ー
フ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
杉
浦
圭
子
さ
ん
を
講
師
に

招
き
、
朗
読
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
10
月
23
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

開
場　
午
後
１
時

開
演　
午
後
１
時
30
分

場
所　
島
根
県
立
大
学
講
堂

定
員　
先
着
６
０
０
人

参
加
料　
無
料

※　

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
で

き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

べ
っ
ぴ
ん
の
会　

山
本
さ
ん

（
☎
０
９
０-

４
５
７
５-

３

７
７
５
）

人
権
集
会

人
権
問
題
講
演
会

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

平
成
24
年
度
小
学
校
入
学

児
童
の
健
康
診
断
通
知
書

を
送
付
し
ま
す

事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

職
場
体
験
の
お
願
い

中
央
図
書
館
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

【
第
１
部
（
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
）】

○
講
演

講
師　
田
渕
久
美
子
さ
ん
（
脚
本

家
・
益
田
市
出
身
）

テ
ー
マ　
脚
本
に
お
け
る
体
験
談

や
自
身
と
図
書
館
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ　
図
書
館
が
つ
く
る
市
民

の
未
来

【
第
２
部
（
午
後
３
時
40
分
～
４

時
30
分
）】

○
朗
読
会

講
師　
杉
浦
圭
子
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島

放
送
局
チ
ー
フ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

内
容　
絵
本
や
手
紙
の
朗
読

臨
時
託
児
所
を
開
設
し
ま
す

対
象　
乳
児
～
小
学
校
３
年
生

開
設
時
間　
午
後
０
時
45
分
～
３

時
30
分

※　

朗
読
会
は
、
親
子
で
一
緒
に

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

定
員　
30
人
程
度

料
金　
無
料

申
込
方
法　

電
話
（
平
日
の
み
）

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

場
合
は
、
子
ど
も
の
氏
名
・
年

齢
又
は
学
年
・
保
護
者
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
を
必
ず
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

出
展
募
集

　

読
書
活
動
、
そ
の
ほ
か
市
民
活

動
に
関
す
る
出
展
を
募
集
中
で
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課

（
☎
�
９
７
２
０
・
▢FAX
�
５
０

９
０
）

Em
ail:m

anabi@
city.ham

ada.
shim

ane.jp

　

本
格
的
な
中
国
の
餃
子
の
作
り

方
を
習
い
ま
せ
ん
か
？
日
本
に
い

な
が
ら
本
場
の
味
を
知
る
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

簡
単
な
中
国
文
化
の
紹
介
も
あ

り
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
！

日
時　
10
月
８
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
18
人

料
金　
５
０
０
円

（
会
員
２
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
10
月
６
日
㈭

　

小
学
生
の
皆
さ
ん
、
お
い
し
い

チ
ヂ
ミ
作
り
や
楽
し
い
韓
国
の
遊

び
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
お

隣
の
国
、
韓
国
が
も
っ
と
近
く
な

り
ま
す
。

対
象　
小
学
生

日
時　
10
月
15
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
浜
田
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
10
人

料
金　
１
０
０
円

申
込
締
切
日　
10
月
13
日
㈭

韓
国
料
理
教
室
⑤

　

シ
リ
ー
ズ
韓
国
料
理
教
室
の
最

終
回
は
サ
ム
ゲ
タ
ン
を
作
り
ま
す
。

若
鶏
と
漢
方
を
使
っ
て
、
本
格
的

な
サ
ム
ゲ
タ
ン
に
挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

日
時　
10
月
21
日
㈮

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
浜
田
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
20
人

料
金　
１
、
０
０
０
円

（
会
員
７
０
０
円
）

※　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
持
ち

帰
り
用
の
容
器
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
10
月
14
日
㈮

韓
国
語
講
座
（
入
門
３
）

　

韓
国
語
の
文
字
が
分
か
る
人
を

対
象
に
、
市
国
際
交
流
員
の
金
穂

原
さ
ん
が
基
礎
文
法
や
簡
単
な
会

話
を
教
え
ま
す
。

対
象　
ハ
ン
グ
ル
の
読
め
る
人

日
時　
10
月
11
日
㈫
・
18
日
㈫
・

25
日
㈫
・
11
月
１
日
㈫
・
８
日

㈫
・
15
日
㈫
・
22
日
㈫
・
29
日

㈫
・
12
月
６
日
㈫
・
13
日
㈫

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
20
人

料
金　
２
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
10
月
11
日
㈫

ア
メ
リ
カ
文
学
を
読
も
う
！

　

浜
田
市
の
新
し
い
英
語
圏
国
際

交
流
員
の
ジ
ェ
イ
ソ
ン
さ
ん
と
一

緒
に
、
詩
や
小
説
を
読
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？
英
文
学
が
好
き
な
人
は

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
12
日
㈬
・
19
日
㈬
・

26
日
㈬
・
11
月
２
日
㈬
・
９
日

㈬
・
16
日
㈬
・
30
日
㈬
・
12
月

７
日
㈬
・
14
日
㈬
・
21
日
㈬

午
後
６
時
30
分
～
８
時

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

料
金　
無
料
（
本
を
購
入
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
資
料
は
毎

回
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
ま
す
。）

申
込
締
切
日　
10
月
11
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会　

塚
﨑

さ
ん
（
☎
�
１
２
４
１
）

中
国
サ
ロ
ン

～
餃
子
を
味
わ
お
う
～

韓
国
サ
ロ
ン

～
ア
ン
ニ
ョ
ン
！
韓
国
～

み
ん
な
で
国
際
交
流
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
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　平成23年度の弥栄自治区成人式が８月15日㈪に弥栄会館で、三隅自治区成人式が８月14日㈰に三隅中央会館
で、それぞれ開催されました。

弥栄自治区の成人式には、新成人19人が出席しました。
式典では、浜田市長をはじめ多くの来賓からお祝いや激励の

言葉をいただき、新成人を代表して野村宗司さんが「弥栄が故
郷であることを忘れず、いつまでも誇りを持ち郷土のために尽
くしていきたい」と誓いの言葉を述べました。

式典終了後には、弥栄ふるさと体験村で会食会が行われ、久
しぶりに再会した地元の仲間とお互いの近況を報告したり、思
い出話に花を咲かせたりしながら楽しい時間を過ごしました。

三隅自治区の成人式には、53人が出席しました。
式典では、小学校卒業時の担任の先生の呼名に続き、

浜田市長をはじめ多くの皆さんからお祝いや激励の言葉
をいただき、「社会人として社会に貢献できるように努
力していきたい」と新成人を代表して古森美彩さんが謝
辞を述べました。

式典後に行われた第２部では、「メッセージを歌声とと
もに」と題して浜田市出身のオペラ歌手・志田尾恭子さ
んの素晴らしい歌声とピアニストの田宮菜美さんのピア
ノ演奏とともに小・中学校時代の恩師からのビデオメッ
セージが上映され、思い出に残る成人式となりました。

誓いの言葉を述べる野村宗司さん

記念品を受け取る村松澪さん

田中滉祐さん
「今まで出会った人に感謝し、夢に向か
って頑張りたい」

謝辞を述べた古森美彩さん
「目標に向かって、これから社会に役立
つように頑張りたい」

素晴らしい歌声とピアノ演奏を披露した
志田尾さんと田宮さん

♥Town Topics まちのわだい

平成23年度 成人式（弥栄自治区・三隅自治区）

弥栄自治区成人式

三隅自治区成人式
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白熱した第14回雪合戦大会夏の陣

　８月20日㈯・21日㈰の両日、あさひライジングサンスポーツ
王国が市民体育館及び旭保健センターで開催されました。
　両日とも、あいにくの雨となったため、室内でできる競技の
みを実施。20日㈯は、第14回雪合戦夏の陣やストラックアウト、
ダンスイベント、21日㈰は３ON３バスケットボール大会が行わ
れ、県内外から参加した約480人の参加者や応援に駆けつけた
来場者が様々なスポーツを楽しみました。
　

　８月24日㈬、石州和紙を使ったうちわ作り教室が三隅公民館
で開催されました。
　参加した町内の小学校児童12人は、講師の川神由理さんから
の説明を聞いた後、うちわ作りに挑戦。和紙の型抜きに苦労し
ている児童もいましたが、アドバイスを受けながら根気よく作
業を行っていました。その後、うちわの表面に自分の好きな絵
を描いてオリジナルうちわを完成させました。
　児童たちは、「自分だけのうちわを作ることができてとても
楽しかった」と満足そうに話していました。

　８月29日㈪、いわみ中央農業協同組合から道路パトロール車
とコミュニティバス（スクールバス）の寄贈を受けました。
　これは、地域貢献活動の一環として、ＪＡ共済事業からの資
金により寄贈されたものです。
　道路パトロール車は、道路の危険箇所を把握するとともに、
事故を未然に防ぐための修繕対応などに活用します。
　また、コミュニティバスについては、児童生徒の通学や課外
活動での輸送手段として有効活用していきます。

オリジナルうちわをデザインする児童たち

道路パトロール車・コミュニティバスの寄贈を受けました

　８月24日㈬から26日㈮にかけて、弥栄っ子夏合宿in小角が弥
栄町小角集会所で開催されました。この合宿は、夏休みも残り
わずかとなったこの時期に、終わっていない宿題を集中して終
わらせようと企画されました。
　弥栄小学校児童14人が参加し、地域の人や県立大学生の力を
借りながら、少し自立した２泊３日を過ごしました。多くの宿
題を抱えてきた児童もいましたが、県立大学生のサポートで、
全て終えることができました。最終日には川遊びもあり、夏休
み最後の良い思い出になりました。　宿題全部終わって、川遊び！

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

道路パトロール車・コミュニティバスの寄贈

やさか夏休みの宿題追い込み強化合宿!!
～第3回わいわい健康ウォーキング～

みすみ和紙でうちわ作りを体験

あさひ旭の夏 スポーツを楽しむ
～あさひライジングサンスポーツ王国～
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真剣な眼差しで指導を受ける子どもたち

　８月18日㈭、広島カープＯＢ会から20人を指導者に招いた野
球教室が金城総合運動公園で開催されました。
　この教室は、浜田市体育協会発足５周年記念事業として行わ
れ、浜田・江津市内のスポーツ少年団や中学校の野球部から
244人（13チーム）が参加。子どもたちは、守備・打撃・投球
に分かれ練習を行うなか、元プロ野球選手からアドバイスを受
けると、真剣な眼差しで聞き入っていました。
　また、広島カープＯＢ会との記念撮影や浜田市選抜壮年チー
ムとの交流試合も行われ親睦を深めました。

華麗な舞を楽しむ来場者

８月15日㈪、丸原地区納涼神楽祭が丸原センターで開催され
ました。

この催しは、伝統芸能である神楽で地域を盛り上げようと、
毎年帰省客の多いこの時期に行われ、今年で６回目になります。
今年は、地元の丸原神楽社中のほか、今市神楽社中、石見神楽
熱田保存会の３団体が塵

じ ん

輪
り ん

や大
お ろ ち

蛇など７演目を熱演。約300人
の来場者は、迫力のある華麗な舞を楽しみました。

また、地元自治会や島根あさひ社会復帰促進センター職員な
どによるバザーも行われ会場を盛り上げました。

　８月15日㈪、「第23回弥栄ふるさとまつり」が開催されました。
開会の花火とともに威勢のいい田ばやしで幕を開け、県立大学
生によるヒップホップダンスや、浜田市出身の演歌歌手・山﨑
悌史さんによる歌謡ショー、弥栄仙人の鏡割り、俵投げなどの
イベントが行われました。陽が暮れると、神楽や盆踊り、そし
て祭りのハイライトである花火が打ち上げられ、会場は盛り上
がりました。
　また、地元集落や有志の皆さんによる出店もあり、来場者は、
地域の味を楽しんでいました。

　８月17日㈬、旭温泉の新しい泉源の掘削工事開始にあたり、
安全祈願祭が掘削場所近くのしろつの生活センター駐車場で行
われました。
　旭温泉は、昭和52年６月に供用開始され、今年で34年が経過
しました。湯温と湯量ともに安定した新たな泉源の確保をする
ために、平成24年１月31日までを工期として掘削工事が行われ
ます。
　新しい泉源が確保されることにより、今後も観光の拠点とし
て４つの温泉施設を安定して維持できるようになります。

俵投げもすっかり恒例となりました

宇津市長による鍬
くわ

入れ

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

広島カープＯＢ会による野球教室
～浜田市体育協会発足５周年記念事業～

あさひ

まつりを景気づける俵投げ
～第23回弥栄ふるさとまつり～

やさか

旭温泉 新しい泉源の掘削開始
～旭温泉 新泉源掘削工事 安全祈願祭～

あさひ夏の夜 郷土に神楽囃
ば や

子
し

が響く
～丸原地区 第６回納涼神楽祭～
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「小猿の滝」までの沢登りを体験した参加者

　７月23日㈯・30日㈯・８月20日㈯の３回、夏休みわんぱく企
画が若生まなびや館で行われました。
　今年で３年目となるこの催しは、都会の子どもたちに夏休み
を利用して、自然の中で遊ぶ楽しさを体験してもらおうと同館
で開催しています。
　今年は広島市東区子供会連合会の子どもたちや保護者など総
勢139人が参加。参加者は、ヤマメのつかみどり、地元で採れ
た野菜をふんだんに使った食事、「小猿の滝」までの沢登りなど、
若生の大自然を満喫しました。

　８月６日㈯、浜田市で開催された島根県消防大会において「弥
栄女性の会（賀戸ひとみ会長）」と「みなと保育園幼年消防団（森
脇良孝園長）」が、火災予防や防火思想の普及に努めた団体と
して、島根県知事表彰を受賞しました。
　弥栄女性の会は、弥栄地域において消防研修などを積極的に
行い、みなと保育園幼年消防団は、幼年期に消防研修を行い、
人命を尊重する社会人としての素地を育成することを目的とし
て活動されてきました。地域住民とのふれあいを中心とした活
動は、明るい地域づくりの原動力となっています。

　８月10日㈬・11日㈭、１泊２日で「夏休み！ふるさと体験・
友だちづくり」が開催されました。この事業は、浜田広域圏子
ども交流事業として行われ、浜田・江津市の小学校４年生から
６年生の児童43人が参加しました。
   １日目は、仲間作りのレクリエーションと３コース（海コー
ス・伝統工芸コース・川コース）を体験し、２日目は、少年自
然の家で野外炊飯（カレーライス作り）などを行いました。
　児童たちは、郷土学習や自然体験活動を通じて交流を深めな
がら、ふるさとの良さを再発見していました。

島根県知事より表彰状を授与されました

ライフセーバー体験をする児童たち（海コース：石見海浜公園）

　８月６日㈯、第52回全日本吹奏楽コンクール島根県大会が益
田市のグラントワで開催され、中学校Ｂの部で三隅中学校が最
優秀賞に選ばれました。
　８月18日㈭には、顧問の三島正子先生、佐渡村光恵部長ら５
人が三隅支所へ受賞の報告に訪れ、「昨年は銀賞ですごく悔し
かった。今年は昨年のことがあるから、みんなで頑張って最優
秀賞になることができた。」と報告しました。10月には、三隅
中学校で広島交響楽団との合同演奏会が予定されています。

最優秀賞の報告を行った三隅中学校の皆さん

まちのわだい ♥Town Topics

ふるさとの良さを再発見！
～浜田広域圏子ども交流事業～

みすみ最優秀賞を受賞しました
～第52回全日本吹奏楽コンクール島根県大会～

火災予防の普及に貢献
～浜田市2団体、島根県知事賞を受賞～

かなぎ大自然で楽しく遊ぼう
～若生まなびや館夏休みわんぱく企画～



23　　　広報はまだ：平成23年10月号

旭図書館（☎�１４４０）
○開館時間
　午前９時～午後５時

○休館日　日曜日及び祝日

金城図書館（☎�１８２３）
○開館時間
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○休館日　2日㈰・10日㈷

浜田図書館（☎�０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○10月の休館日　10日㈷・23日㈰・31㈪

　

浜
田
読
書
サ
ー
ク
ル
で
は
、
万

葉
集
に
も
歌
わ
れ
た
邑
南
町
の
志

都
の
岩
屋
や
久
喜
・
大
林
銀
山
遺

跡
な
ど
を
地
元
郷
土
史
家
の
案
内

で
訪
ね
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

日
時　
10
月
26
日
㈬　

　

午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分

（
予
定
）

定
員　
先
着
20
人

料
金　
５
、
８
０
０
円
（
貸　

切

バ
ス
・
昼
食
代
含
む
）

申
込
締
切
日　
10
月
14
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込　

ん

で
く
だ
さ
い
。 

　

10
月
27
日
㈭
か
ら
11
月
９

日
㈬
は
読
書
週
間
で
す
。

第
65
回
読
書
週
間
標
語

　
『
信
じ
よ
う
、
本
の
力
』

　
「
読
書
週
間
」
は
昭
和
22

年
、
終
戦
の
２
年
後
、
ま
だ

戦
火
の
傷
痕
が
至
る
と
こ
ろ

に
残
っ
て
い
る
と
き
、「
読

書
の
力
に
よ
っ
て
、
平
和
な

文
化
国
家
を
作
ろ
う
」
と
決

意
を
ひ
と
つ
に
、
図
書
館
界

と
出
版
界
が
力
を
合
わ
せ
創

始
し
ま
し
た
。 

　

期
間
は
、
文
化
の
日
を
中

心
に
し
た
２
週
間
と
定
め
ら

れ
、
こ
の
運
動
は
全
国
に
広

が
っ
て
い
き
半
世
紀
以
上
、

日
本
の
国
民
的
行
事
と
し
て

定
着
し
、
日
本
は
世
界
有
数

の
「
本
を
読
む
国
民
」
の
国

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
読
書
週
間
」を
き
っ
か
け

に
、
書
店
や
図
書
館
で
一
冊

の
本
を
手
に
取
っ
て
み
る
、

そ
ん
な
行
動
か
ら
読
書
へ
の

関
心
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
一
冊
の
本
を
読
ん
で

み
ま
し
ょ
う
。

　

浜
田
図
書
館
で
は
、
読
書
週
間

に
ち
な
ん
で
11
月
に
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
11
月
６
日
㈰
に
は

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
本
を
再
利

用
し
て
も
ら
う
た
め
に
「
本
の
リ

サ
イ
ク
ル
市
」
を
開
催
し
ま
す
。

提
供
し
て
も
ら
え
る
本
が
あ
れ
ば

浜
田
図
書
館
に
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
（
百
科
事
典
は
受
け
付
け
て

い
ま
せ
ん
）。

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

わ
た
し
、
ま
だ
ね
む
た
く
な
い

の
！　
　
　

ス
ー
ジ
ー
・
ム
ー
ア

斉
藤
さ
ん
が
ゆ
く

祐
天
寺
与
太
郎

ぞ
う
さ
ん
の
お
と
し
あ
な

高
畠
純

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
手

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
Ｈ
・
メ
イ
ソ
ン

■
大
人
向
け
の
本
■

死
を
語
り
生
を
思
う　
五
木
寛
之

ニ
キ
の
屈
辱　
山
崎
ナ
オ
コ
ー
ラ

恋
す
る
絵
画　
　
　
　

赤
川
次
郎

放
射
能
か
ら
家
族
を
守
る那

須
正
夫

赤
ち
ゃ
ん
の
ま
い
に
ち
小
物

岡
田
桂
子

★
お
は
な
し
あ
そ
び

日
時　
毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

★
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

日
時　
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

あ
り
ん
こ
の
ア
リ
ー　

み
や
に
し
た
つ
や

い
ろ
い
ろ
ば
あ　
　
　

新
井
洋
行

あ
い
う
え
お
ば
け
の
お
ま
つ
り
だ

　
　
　
　
　
　

う
え
の
あ
き
お

ぼ
く
ひ
こ
う
き　
ひ
が
し
ち
か
ら

■
大
人
向
け
の
本
■

鍵
の
か
か
っ
た
部
屋　
貴
志
祐
介

放
射
能
の
ひ
み
つ　
　

中
川
恵
一

人
生
が
と
き
め
く
片
づ
け
の
魔
法

近
藤
麻
里
恵

な
で
し
こ
力　
　
　

佐
々
木
則
夫

★
絵
本
お
た
の
し
み
会

※　

10
月
は
、
お
休
み
し
ま
す
。

日
時　
10
月
30
日
㈰　

　

午
後
２
時
30
分
～

場
所　
み
ど
り
か
い
か
ん

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

そ
う
べ
え
ま
っ
く
ろ
け
の
け

田
島
征
彦

す
い
は
ん
き
の
あ
き
や
す
み

村
上
し
い
こ

あ
り
ん
こ
の
ア
リ
ー

み
や
に
し
た
つ
や

パ
ン
プ
キ
ン
！　
　

令
丈
ヒ
ロ
子

■
大
人
向
け
の
本
■

虚
言
少
年　
　
　
　
　

京
極
夏
彦

や
な
り
い
な
り　
　
　
　

畠
中
恵

黄
泉
か
ら
来
た
女　
　

内
田
康
夫

下
町
ロ
ケ
ッ
ト　
　
　

池
井
戸
潤

紹介者　小学校１年生　女児
図書名　ごほん！ごほん！ごほん！
著者名　デボラ・ブラス

　かんそうは、いろどりがきれいだったから
かわいかったし、おもしろかったです。それ
が、こころにのこっていることです。

≪私の心に残る１冊≫

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

浜
田
図
書
館　

図

書

館

情

報

秋
の
文
学
散
歩
参
加
者
募
集

読
書
週
間

「
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
」の

本
を
集
め
て
い
ま
す

浜 

田 

図 

書 

館

金 

城 

図 

書 

館

旭 

図 

書 

館

講
談
社
本
と
あ
そ
ぼ
う

「
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
」
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◎ミュージアムコンサート参加者募集

◎フリーマーケット出展者募集

　

石
正
美
術
館
で
は
、
日
本
画
家
・

石
本
正
の
新
作
展
「
視
線
の
か
な
た

に
」
を
開
催
中
で
す
。

　
「
絵
を
描
く
の
は
楽
し
い
。
そ
れ

は
生
き
る
喜
び
だ
」
そ
の
鋭
い
感
性

に
よ
る
官
能
的
で
細
や
か
な
独
自
の

女
性
表
現
で
画
壇
に
衝
撃
を
与
え
続

け
て
き
た
日
本
画
家
・
石
本
正
の
口

ぐ
せ
で
す
。
91
歳
に
な
っ
た
今
も
、

大
好
き
な
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
、
一

日
中
ア
ト
リ
エ
で
絵
を
描
い
て
い
ま

す
。
絵
を
描
く
喜
び
に
満
ち
た
石
本

の
世
界
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
館
で
は
、
特
別
展
「
Ｉ
ｍ
ｉ
ｔ

ａ
ｚ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
（
イ
ミ
タ
ツ
ィ
オ
ー

ネ
）
～
模
写
の
感
動
と
歓
び
～
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
５
日
㈯
午
前
10
時
か

ら
11
時
30
分
に
、
今
回
の
特
別
展
に

関
連
し
た
特
別
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間　
12
月
４
日
㈰
ま
で

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

料
金　

　

一
般　

７
０
０
円
（
６
０
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

　

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

《展示室》

○開館10周年記念特別展
　　12月４日㈰まで
【本館】「石本正新作展　視線のかなたに」
【新館】「Ｉｍｉｔａｚｉｏｎｅ（イミタツィ

オーネ）～模写の感動と歓び～」

《ギャラリー展示》

前川保子　布絵展「生きている証」
　　10月１日㈯～14日㈮
美術大学選抜日本画展　
　　10月15日㈯～11月13日㈰

《イベント情報》

ヴァイオリンとピアノのＤＵＯコンサート
（出演：中山ゆき子ほか）
　　10月１日㈯　午後２時～３時
ワークショップ「鳥獣戯画の模写に挑戦」
　　10月８日㈯　午後２時～３時
学芸員による美術講座「模写の感動と歓び」
　　10月22日㈯　午後２時～３時
美術館で楽しむ市民＆広響コンサート
　　10月29日㈯　午後７時～８時
特別講演会「画商から見た石本先生」
講師：淺木正勝さん（東京美術倶楽部代表取締役）
　　11月５日㈯　午前10時～11時30分
第36回石本正絵画教室
　　11月５日㈯・６日㈰（要予約）

　10月29日㈯午後７時から開催する
「美術館で楽しむ市民＆広響コン
サート」に参加してもらえる弦楽演
奏者を募集します。当日、午後２時
から広島交響楽団メンバーによる弦
楽器クリニックを受講できます。
　詳しくは、お問い合わせください。
演奏曲　歌劇「カヴァレリア・ルス

ティカーナ」間奏曲
料金　無料

　11月12日㈯・13日㈰、みすみフェスティバルに合わせて
開催する「石正美術館まつり」ではフリーマーケット出展
者を募集します。希望する人は連絡してください（食品の
販売はできません）。
料金　無料

石本正「祈り（一）」

昨年の弦楽器クリニック

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

有

料

広

告

開
館
10
周
年
記
念
特
別
展

石
本
正
新
作
展
「
視
線
の

か
な
た
に
」
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10
月
の
イ
ベ
ン
ト

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

　

世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
10
月

１
日
㈯
か
ら
『
第
43
回
浜
田
市
美
術

展
』
を
開
催
し
ま
す
。
石
見
地
域
の

幅
広
い
世
代
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
写
真
・

書
・
絵
画
・
工
芸
・
彫
刻
な
ど
の
芸
術

作
品
の
数
々
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

①
一
般
公
募
・
審
査
員
・
招
待
者
作

　
品
展

会
期　
10
月
１
日
㈯
～
10
日
㈷

※　

10
日
㈷
は
午
後
３
時
ま
で

会
場　
全
館

料
金　
無
料

②
児
童
・
生
徒
書
写
展

会
期　
10
月
14
日
㈮
～
18
日
㈫

※　

17
日
㈪
は
休
館
・
18
日
㈫
は
正

午
ま
で

会
場　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

料
金　
無
料

③
児
童
・
生
徒
図
画
展

会
期　
10
月
27
日
㈭
～
11
月
１
日
㈫

※　

31
日
㈪
は
休
館
・
11
月
１
日
㈫

は
午
後
３
時
ま
で

会
場　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

料
金　
無
料

　

日
本
を
代
表
す
る
万
華
鏡
作
家
依

田
満
・
百
合
子
夫
妻
の
万
華
鏡
作
品

を
通
し
、
万
華
鏡
の
魅
力
を
紹
介
す

る
展
覧
会
で
す
。
会
期
中
に
は
、
万

華
鏡
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
美

術
館
の
建
物
へ
の
投
影
イ
ベ
ン
ト
も

計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
を
お

見
逃
し
な
く
！

会
期　
10
月
15
日
㈯
～
11
月
23
日
㈷

料
金　
一
般　
　
　
　
　

３
０
０
円

　
　
　

高
校
・
大
学
生　

２
０
０
円

　
　
　

小
学
・
中
学
生　

１
０
０
円

※　

時
間
は
、い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。参
加
受

付
は
、当
日
午
後
１
時
か
ら
３
時

30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

■
ス
ペ
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
万
華
鏡
で
浜
田
を
の
ぞ
こ
う
！
》

　

万
華
鏡
作
家
の
先
生
た
ち
と
一
緒

に
万
華
鏡
を
作
ろ
う
！
飾
り
は
浜
田

に
ち
な
ん
だ
も
の
を
使
う
よ
。

◎
10
月
15
日
㈯

●
定
員　
先
着
30
人

●
参
加
費　
１
人
５
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
ビ
ー
玉
万
華
鏡
づ
く
り
》

　

ビ
ー
玉
を
通
し
て
の
ぞ
い
た
世
界

が
綺
麗
な
模
様
に
な
る
万
華
鏡
を
作

ろ
う
！

◎
10
月
16
日
㈰

●
定
員　
先
着
20
人

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

※　

10
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰
・
８
日

㈯
・
９
日
㈰
・
10
日
㈷
の
ホ
リ

デ
ー
創
作
活
動
は
、「
第
43
回
浜

田
市
美
術
展
」
で
創
作
室
を
使

用
す
る
た
め
お
休
み
し
ま
す
。

　

今
年
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
２
つ
の
国

か
ら
美
術
の
先
生
が
来
館
さ
れ
ま

す
！
普
段
は
体
験
で
き
な
い
貴
重
な

活
動
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

《
フ
ラ
ン
ス
の
風
》

　

フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
装
飾
芸
術
美
術

館
か
ら
先
生
が
来
館
！
芸
術
の
国
フ

ラ
ン
ス
で
行
わ
れ
て
い
る
活
動
を
体

験
し
よ
う
。

◎
10
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
ク
ロ
ア
チ
ア
の
風
》

　

ク
ロ
ア
チ
ア
の
ザ
グ
レ
ブ
民
族
博

物
館
か
ら
先
生
が
来
館
！
ク
ロ
ア
チ

ア
の
雰
囲
気
を
た
っ
ぷ
り
と
感
じ
ら

れ
る
作
品
作
り
を
楽
し
も
う
。

◎
10
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

10
月
の
休
館
日

月
曜
日　

17
日
・
24
日
・
31
日

展
示
替　

11
日
㈫
～
14
日
㈮

※　

た
だ
し
14
日
㈮
は
、
３
階

の
み
開
館
し
ま
す
。

昨年の様子

万華鏡の世界

昨年のワークショップ

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.178

有

料

広

告

第
43
回
浜
田
市
美
術
展

万
華
鏡
の
世
界
展

国
際
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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７
月
16
日
㈯
に
第
１
回
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。
猛

暑
の
中
、
全
国
か
ら
１
９
９
人
の
皆

さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
キ
ャ

ン
パ
ス
が
き
れ
い
で
広
い
」「
設
備

が
充
実
し
て
い
る
」「
環
境
が
良
く

明
る
い
」「
先
輩
が
み
ん
な
親
切
」

「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
感
じ
」「
全
体

の
雰
囲
気
が
良
い
」「
大
学
生
活
は

楽
し
そ
う
」
と
い
っ
た
感
想
が
ア
ン

ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
参
加

し
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

講
師　
岡お

か

本も
と　

寛ひ
ろ
し

　

今
年
の
４
月
に
島
根
県
立
大
学
に

着
任
し
ま
し
た
岡
本
寛
で
す
。
私
の

専
門
は
憲
法
学
で
、
憲
法
の
正
統
性

を
め
ぐ
る
主
権
理
論
を
中
心
に
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

憲
法
学
と
い
え
ば
、「
堅
苦
し
い
」

と
か
「
外
来
の
思
想
で
な
じ
み
が
な

い
」
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
る
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
事
実
、
近
代

憲
法
・
近
代
立
憲
主
義
そ
の
も
の
は

西
欧
・
近
代
と
い
う
特
定
の
場
所
・

時
代
に
誕
生
し
た
思
想
で
す
。
し
た

が
っ
て
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
非
西

欧
社
会
が
そ
の
概
念
を
受
け
入
れ
る

際
に
、
憲
法
の
建
前
と
社
会
の
現
実

の
間
に
少
な
か
ら
ぬ
齟そ

齬ご

を
き
た
す

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う

し
て
そ
の
よ
う
な
齟
齬
が
生
じ
る
の

か
、
ま
た
近
代
憲
法
を
生
み
出
し
た

西
欧
近
代
市
民
社
会
と
は
ど
う
い
う

も
の
な
の
か
、
日
本
の
戦
後
社
会
と

は
ど
う
い
う
時
代
だ
っ
た
の
か
な
ど

に
つ
い
て
学
生
と
と
も
に
、
ま
た
市

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

社
会
人
を
対
象
と
し
た
総
合
政
策

学
部
総
合
政
策
学
科
の
特
別
選
抜
試

験
を
実
施
し
ま
す
。
出
願
手
続
や
試

験
科
目
は
、
募
集
要
項
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

出
願
期
間　
11
月
１
日
㈫
～
７
日
㈪

試
験
日　
11
月
19
日
㈯

問
い
合
わ
せ
先　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　

室
（
☎
�
２
２
０
３
）

講座Ⅵ　英語と英語教育
10月５日㈬　午後６時15分～７時45分
　講師　ケイン・エレナ・アン准教授
　演題　明日教室で使える英語指導法
講座Ⅴ　日本語と日本語教育
10月12日㈬・26日㈬　午後６時15分～７時45分
　講師　犬塚優司教授
　演題　日本語はどんな言語か　文法編①②
講座Ⅰ　石見に生きる～石見の元気人が話す
10月19日㈬　午後６時15分～７時45分
　講師　寺本英仁さん（邑南町商工観光室）
　演題　Ａ級グルメのまちを目指す邑南町の取り組み
講座Ⅶ　本と図書館のWaku²（わくわく）ツアー
10月20日㈭　午後６時15分～７時45分
　講師　渡部望教授
　演題　モンテーニュについて考える

講座Ⅵ　英語と英語教育
11月２日㈬　午後６時15分～７時45分
　講師　マニング・クレイグ・トーマスさん
　演題　Incorporating cooperative learning
　　　　　　　　　　　　　　into the classroom

場所　島根県立大学講義・研究棟　中講義室３
※　講座Ⅶのみ、メディアセンターで行います。
問い合わせ先　交流研究課（☎�２２０１）

＜譲ってください＞
　毎年12月に「国際文化交流の夕べ」で点灯するク
リスマスイルミネーションを探しています。家庭で
不用になったクリスマスイルミネー
ションがあれば譲ってください。

問い合わせ先
　地域連携推進室（☎�２３９６）

vol.96
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://www.u-shimane.ac.jp

２
０
１
１
年
度

第
１
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
を
開
催
し
ま
し
た

新
任
教
員
メ
ッ
セ
ー
ジ
④

特
別
選
抜
試
験
を

実
施
し
ま
す

公開講座のご案内
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日　
10
月
22
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
千
畳
苑
駐
車
場

清
掃
場
所　
国
府
海
岸
一
帯

※　

参
加
し
た
人
に
、
サ
ポ
ー
ト
通

貨
「
神
楽
」
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

対
価
と
し
て
進
呈
す
る
予
定
で
す
。

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０-

８
２

４
４-

９
４
２
９
）
「
全
国
豊
か

な
海
作
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

　

し
ま
え
っ
こ
は
浜
田
市
を
中
心
に

清
掃
活
動
や
環
境
啓
発
活
動
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

こ
の
た
び
「
国
際
海
岸
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
」
と
い
う
世
界
中
で
行
わ
れ

て
い
る
地
域
参
加
型
の
清
掃
活
動
に

参
加
し
、
海
岸
の
清
掃
活
動
及
び
漂

着
ご
み
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
も
大
歓
迎
な
の
で
、
ど

し
ど
し
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

清
掃
活
動
に
必
要
な
も
の（
軍
手
・

火
箸
・
ご
み
袋
）
は
、
し
ま
え
っ
こ

が
用
意
し
ま
す
。

対
象　
小
学
生
以
上

※　

中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

日　
10
月
23
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
８
時
30
分
～（
２
時
間
程
度
）

場　
石
見
海
浜
公
園
（
現
地
集
合
）

定　
20
人
程
度

申
込
締
切
日　
10
月
16
日
㈰

申
込
方
法　
事
前
に
メ
ー
ル
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
高
橋
さ
ん
（
☎
０
９
０-

５
８
７
９-

４
２
１
７
）

横
田
さ
ん
（
☎
０
９
０-

８
０
３

１-

７
６
０
４
）

Em
ail:yokota.seiitirou@

w
ine.

plala.or.jp

総
合
開
会
式

日　
10
月
10
日
㈷

　

午
前
８
時
30
分
～

場　
県
立
石
見
武
道
館

※　

競
技
者
は
市
民
総
合
賠
償
保
険

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
各
競
技
担
当
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

会場・競技事務局（連絡先）一覧表
競　　技 開催日 会　　場 担当者 電話番号

サッカー ９月25日㈰
10月２日㈰ 市陸上競技場 河野　正雄 �７１７８

ソフトボール

10月９日㈰

浜田東中学校
石見海浜公園 岡本　正友 �１４３０

陸上 市陸上競技場 斎藤　博之 �４９６９
水泳 浜田室内プール 江口　修吾 �０２３０（浜田室内プール）
バレーボール 県立体育館 金岡　敬子 �１８７３
柔道

10月10日㈷

県立石見武道館 三浦　　貢 �００６２（三隅中学校）
ソフトテニス 市庭球場・第一中学校 河上　康斉 �４３７５
ゲートボール 第一中学校 江坂　大造 �１５１６
卓球 県立体育館 後山　敦己 090-4899-8727
軟式野球 市野球場 中　　孝二 �０４００（090-3639-7814）

バスケットボール 浜田高等学校
第一中学校 斉藤　祥文 ０８５６�０５０４

益田市立鎌手小学校
テニス 金城運動広場コート 池田由美子 090-7973-0869
ボウリング ボウルJAC 西谷　凡人 �１１８６（ボウルJAC）
バドミントン 国府小学校 佐々木祐輔 090-4657-5215

ペタンク 10月15日㈯ ふれあい広場 橋本　英樹 �５０９６
参加料：500円・受付：午前8時30分～・申込方法：電話又はFAX

インディアカ 12月上旬 原井小学校 牛尾眞由美 �２４１８
剣道 11月３日㈷ 県立石見武道館 俵　　芳徳 �２１８１（浜田水産高校：�３０９８）
空手道 11月20日㈰ 県立石見武道館 高藤　裕子 �７６７２（090-1188-0093）

グラウンドゴルフ 11月12日㈯
予備日:11月14日㈪ 市陸上競技場 川本　良三 090-5706-7374

カーリング １月中旬～下旬予定 サン・ビレッジ浜田 野藤　　薫 090-4658-0867
スキー ２月上旬予定 大佐スキー場 竹田　進吾 �０４２０

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

まちかど伝言板
募
　

集

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

県
立
大
学
環
境
倶
楽
部

「
し
ま
え
っ
こ
」

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

第
５
回
浜
田
市
総
合

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者

有

料

広

告
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あ
な
た
の
技
術
や
経
験
を
活い

か
し

て
、
青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

対
象　
日
本
国
籍
を
持
つ
人

青
年
海
外
協
力
隊

　

満
20
歳
～
満
39
歳

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

満
40
歳
～
満
69
歳

募
集
期
間　
10
月
１
日
㈯
～
11
月
７

日
㈪

現
職
参
加　
休
職
な
ど
に
よ
り
所
属

先
に
身
分
を
残
し
た
ま
ま
参
加
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

体
験
談
・
説
明
会

　
「
体
験
談
＆
説
明
会
」
で
は
、
活

動
紹
介
ビ
デ
オ
上
映
や
制
度
の
説
明

に
加
え
て
、
地
元
出
身
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
者
に
聞
き
た
い

こ
と
を
何
で
も
相
談
で
き
る
個
別
相

談
の
時
間
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
10
月
15
日
㈯

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

青
年
海
外
協
力
隊

　

午
後
４
時
30
分
～
６
時
30
分

場　
島
根
県
民
会
館
３
０
８
会
議
室

※　

予
約
は
不
要
で
、
入
退
室
は
自

由
で
す
。

※　

資
料
請
求
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
（独）
国
際
協
力
機
構
中
国
国
際
セ

ン
タ
ー　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当

（
☎
０
８
２-

４
２
１-

６
３
１

０
・
▢ＦＡＸ
０
８
２-

４
２
０-

８
０

８
２
）

http://w
w

w
.jica.go.jp/volunteer/

index.htm
l

Em
ail:jicacic-jocv@

jica.go.jp

日　
10
月
30
日
㈰
（
雨
天
決
行
）

受
付　
午
前
８
時
30
分
～
９
時

開
会
式　
午
前
９
時
～

場　
ふ
れ
あ
い
広
場
（
東
公
園
内
）

定　
先
着
32
チ
ー
ム

料　
１
人
１
、
０
０
０
円

種
目　
ト
リ
プ
ル
ス
（
男
女
は
問
い

ま
せ
ん
。）

申
込
締
切
日　
10
月
15
日
㈯

申
込
方
法　
参
加
申
込
書
（
市
ペ
タ

ン
ク
協
会
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。）

に
チ
ー
ム
名
・
参
加
者
氏
名
・
代

表
者
連
絡
先
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
参
加
料
を
添
え
て
現
金
書
留

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
事
務
局

橋
本
英
樹
さ
ん
【
〒
６
９
７-

０

　

０
２
２　

浅
井
町
１
４
７
７-

９

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
５
０
９
６
）】

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
身
体
・
知

的
・
精
神
の
障
が
い
を
越
え
た
そ
れ

ぞ
れ
の
交
流
や
、
障
が
い
者
の
社
会

参
加
を
目
的
と
し
て
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
を
行
い
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象　
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
で
障

害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

日　
11
月
５
日
㈯

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
ボ
ウ
ル
Ｊ
Ａ
Ｃ
（
浅
井
町
）

申
込
期
間　
10
月
18
日
㈫
～
28
日
㈮

申
込
方
法　
直
接
、
又
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

濱
崎
さ
ん
（
☎
�
０
０
９
４
・
▢ＦＡＸ

�
６
９
３
０
）

　

親
子
で
一
緒
に
３
Ｂ
体
操
・
音
楽

遊
び
・
季
節
の
行
事
な
ど
を
楽
し
ん

だ
り
、
充
実
し
た
子
育
て
体
験
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
仲
間
を
作
り
、
み

ん
な
で
子
育
て
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
就
学
前
ま
で
の
親
子

日　
月
曜
日
（
月
に
２
・
３
回
程
度
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

※　

実
施
日
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場　
周
布
公
民
館

料　
後
期
（
10
月
～
３
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

※　

１
日
体
験
は
、
１
０
０
円

問　
周
布
公
民
館
（
☎
�
０
０
５
８
）

　

手
話
に
関
心
の
あ
る
皆
さ
ん
、
浜

田
ろ
う
学
校
で
楽
し
く
手
話
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
未
経
験
者
も
大
歓

迎
で
す
。
で
き
る
だ
け
、
１
回
目
か

ら
の
継
続
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

場　
浜
田
ろ
う
学
校

定　
各
回
15
人

申
込
方
法　
事
前
に
必
ず
電
話
又
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
ろ
う
学
校
（
☎
�
０

　

１
４
６
・
▢ＦＡＸ
�
２
０
６
３
）

開催日
10月～平成24年２月まで
の指定した月曜日

10月 31日
11月 14日・21日
12月 ５日・12日・19日
１月 16日・23日・30日
２月 ６日・13日
時間　午前10時～11時

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

平
成
23
年
度
秋
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

第
15
回
浜
田
市
オ
ー
プ
ン

ペ
タ
ン
ク
大
会
参
加
チ
ー
ム

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

参
加
者

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
会
員（
後
期
）

教
室
・
講
座

浜
田
ろ
う
学
校
手
話
講
座

有

料

広

告
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開
設
期
間　
10
月
25
日
㈫
～
平
成
24

年
３
月
17
日
㈯

申
込
受
付
開
始
日　
10
月
８
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～

定　
別
表
の
と
お
り（
先
着
順
で
す
。

た
だ
し
、定
員
に
満
た
な
い
場
合
、

そ
の
都
度
受
け
付
け
ま
す
。）

申
込
方
法　
申
込
書
（
県
立
体
育
館

に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
料
と
一
緒
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
な
ど
に

よ
る
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
県
立
体
育
館

（
☎
�
１
２
０
１
）

http://ham
ada.shim

ane-sports.
or.jp/index.htm

l

後期スポーツ教室一覧表 ※　体操競技教室は、実技認定が必要です。
コース 教　室　名 曜日 時　間 募集対象 定員 参加料 開講日

健
康
づ
く
り

のびやか３Ｂ体操
火

10:00～11:30 一般男女 30 5,200円
10月25日軽スポーツ 14:00～15:30 45歳以上男女 40

ベーシックエアロ 19:30～20:50
高校生以上男女

30 高　　2,500円
大　　4,200円
一般　5,200円フォークダンス 水 19:00～20:50 50 10月26日

女性軽スポーツ

木

13:30～15:00 一般女子 40 5,200円

10月27日健康体操（介護予防体操）
19:00～20:50

高校生以上男女 20
高　　2,500円
大　　4,200円
一般　5,200円

トランポリン 金 小学生親子
一般男女 各10 親子　6,200円

一般　5,200円 10月28日

楽しんで！エアロ 土 10:00～11:30 中学生以上男女 20
中高　2,500円
大　　4,200円
一般　5,200円

11月５日

競　
　
　

技

ソフトテニス（朝）

火

10:00～12:00
一般男女

40
5,200円 10月25日卓球

ラージボール卓球（火） 13:30～15:30 45

ソフトテニス（夜）
19:00～20:50

中学校２年生以上男女 60 中高　2,500円
大　　4,200円
一般　5,200円

テニス（水） 水 中学生以上男女 40 10月26日
バドミントン（木） 木 80 10月27日
テニス（金）

金

10:00～12:00 一般男女 20 5,200円

10月28日
バドミントン（金） 13:30～15:30

卓球
ラージボール卓球（金） 19:00～20:50 中学生以上男女 50

中高　2,500円
大　　4,200円
一般　5,200円

ク
ラ
ブ

ソフトテニス 木 10:00～12:00 一般男女 20 5,200円 10月27日
レクリエーションバレー 金 19:00～20:50 60 10月28日
体操（中・高） 火 16:30～18:30 中学生・高校生男女 30 2,500円 10月25日体操競技 火・水 小学生男女 20 4,000円

少　

年

卓　球 水 16:30～18:00 小学校４～６年生男女 30

2,500円

10月26日
ふれあい広場

木
16:00～17:00 小学校１～３年生男女 60

10月27日体　操 17:00～18:30 小学校２～６年生男女 40
バドミントン 小学校４～６年生男女 30
親子広場（年長） 金 14:30～15:30 子（３～６歳）と保護者１組 20組 6,200円 10月28日

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

平
成
23
年
度
県
立
体
育
館

後
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

有

料

広

告

　



広報はまだ：平成23年10月号　　　30

　

健
康
保
持
増
進
と
体
力
作
り
を
図

り
、
武
道
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
を
目
的
と
し

て
、ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
設
し
ま
す
。

開
設
期
間　
10
月
15
日
㈯
～
平
成
24

年
３
月
10
日
㈯

料　
一
般　
　
　
　

５
、
２
０
０
円

　

大
学
生　
　
　
　

４
、
２
０
０
円

　

小
・
中
・
高
校
生

（
週
２
回
課
程
）
４
、
０
０
０
円

（
週
１
回
課
程
）
２
、
５
０
０
円

　

マ
マ
＆
ベ
ビ
ー
キ
ッ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　

６
、
２
０
０
円

受
付
開
始
日　
10
月
８
日
㈯

　

午
後
１
時
～

申
・
問　
県
立
石
見
武
道
館

（
☎
�
７
１
７
０
）

後期スポーツ教室一覧表 ※　いずれも先着順です。

教　室　名 対象 定員 曜日 時    間 開講日
（10月）

気功・太極拳（夜）
一般男女

30 土 18:30～20:00 15日
フィットネス（火） 10 火 13:30～15:00

18日
剣道 小学生男女

中学生男女 60 火・木 18:30～20:00

かんたんエアロビクス 一般男女
40 水

9:20～10:40

19日
レクリエーションスポーツ
ラージボール卓球 一般男女 13:30～15:30

柔道 幼児～中学生
男女 60 水・金 18:30～20:00

ママ＆ベビーキッズ３Ｂ 乳児～入園前
幼児と保護者 30組

木
10:00～11:30

20日
レスリング 幼児～中学生

男女 30 18:30～20:00

フレッシュアップ３Ｂ 一般男女 20

金

9:30～11:00

21日

気功・太極拳（昼） 一般男女 30
13:30～15:00

フィットネス（金） 一般男女
10

居合道
小学校４年生～
中学生男女 18:30～20:00

高校生以上男女 20 18:30～20:30

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ-

Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
い

わ
み
が「
地
域
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
向

上
事
業
」を
、
県
西
部
地
区
を
中
心
に

実
施
し
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
Ｉ
Ｔ
相
談

日　
毎
月
第
１
・
第
３
土
曜
日

　

午
後
１
時
～
３
時

※　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

地
域
Ｉ
Ｔ
交
流
会

携
帯
端
末
機
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
ま
で
）
勉
強
会

日　
10
月
30
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

申
込
締
切
日　
10
月
14
日
㈮

Ｗ
Ｅ
Ｂ
達
人
養
成
講
座

①
Ｗ
Ｅ
Ｂ
デ
ザ
イ
ン
の
基
礎
か
ら
応

用
ま
で

日　
10
月
８
日
㈯
・
15
日
㈯
・
29
日

㈯
・
11
月
５
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

申
込
締
切
日　
10
月
７
日
㈮

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
講
座
～

グ
ー
グ
ル
の
活
用
～

日　
11
月
12
日
㈯
・
19
日
㈯
・
12
月

３
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

申
込
締
切
日　
11
月
11
日
㈮

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
講
座
～
Ｊ

ｉ
ｍ
ｄ
ｏ
を
使
っ
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト
作
成
～

日　
12
月
10
日
㈯
・
17
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

申
込
締
切
日　
12
月
９
日
㈮

①
・
②
・
③
共
通
事
項

場　
い
わ
み
ー
る
４
０
３
研
修
室

料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
自

己
負
担
）

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
又
は
メ
ー

ル
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

http://seibu.it-shim
ane.com

申
・
問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ-

Ｇ
Ｅ
Ｎ

　

Ｅ
Ｒ
い
わ
み
【
〒
６
９
７-

０
０

　

１
６　

野
原
町
１
８
２
６-

１　

い
わ
み
ー
る
４
階
（
☎
�
９
３
４

　

６
・
▢ＦＡＸ
�
９
３
４
７
）】

Em
ail:seibu@

it-shim
ane.com

料　
１
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
10
月
14
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
国
府
公
民
館

（
☎
�
１
２
７
０
）

　

本
物
だ
け
ど
枯
れ
な
い
お
花
「
プ

リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
」
ア
レ
ン
ジ

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
を
通
し
て
幸
せ
を
感
じ
る
時
間
を

一
緒
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日　
10
月
20
日
㈭

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
国
府
公
民
館
図
室

定　
10
人
程
度

講
師　
中
村
亜
希
さ
ん

①
平
成
24
年
１
月
入
校

事
務
ワ
ー
ク
科

　

企
業
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
品
質

管
理
に
必
要
な
管
理
サ
イ
ク
ル
（
計

画
・
実
行
・
評
価
・
予
防
）
な
ど
の

知
識
や
技
能
を
習
得
し
ま
す
。

対
象　
原
則
と
し
て
中
学
校
・
高
等

学
校
を
卒
業
又
は
卒
業
見
込
み
の

人
入
校
検
定
日　
11
月
10
日
㈭

定　
10
人

訓
練
期
間　
平
成
24
年
１
月
～
６
月

募
集
締
切
日　
10
月
31
日
㈪

②
平
成
24
年
４
月
入
校

Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科

　

職
業
人
と
し
て
必
要
な
情
報
技
術

の
基
礎
知
識
・
技
術
の
習
得
に
併
せ

て
、
事
務
職
と
し
て
必
要
な
簿
記
会

計
及
び
情
報
処
理
機
器
の
活
用
に
関

す
る
知
識
・
技
術
・
技
能
を
習
得
し

平
成
23
年
度
県
立
石
見
武
道
館

後
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

地
域
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
だ
よ
り

花
あ
そ
び
教
室

資
格
・
試
験

県
立
西
部
高
等
技
術
校

入
校
生
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ま
す
。

対
象　
原
則
と
し
て
18
歳
以
上
35
歳

未
満
で
、
高
等
学
校
を
卒
業
又
は

卒
業
見
込
み
の
人
、
又
は
高
等
学

校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
人

建
築
科

　

木
造
建
築
物
の
建
築
施
工
と
こ
れ

に
関
連
す
る
設
計
、
積
算
な
ど
の
技

能
や
知
識
を
習
得
し
ま
す
。

対
象　
原
則
と
し
て
35
歳
未
満
で
、

中
学
校
・
高
等
学
校
を
卒
業
又
は

卒
業
見
込
み
の
人

機
械
加
工
・
溶
接
科

　

汎
用
工
作
機
械
及
び
Ｎ
Ｃ
旋
盤
を

操
作
で
き
る
技
術
及
び
関
連
知
識
を

習
得
し
ま
す
。
ま
た
、
各
種
溶
接
方

法
の
技
術
及
び
関
連
知
識
を
習
得
し

ま
す
。

対
象　
原
則
と
し
て
中
学
校
・
高
等

学
校
を
卒
業
又
は
卒
業
見
込
み
の

人
入
校
検
定
日　
11
月
25
日
㈮

定　
10
人

訓
練
期
間　
平
成
24
年
４
月
～
平
成

25
年
３
月

募
集
締
切
日　
11
月
11
日
㈮

①
・
②
共
通
事
項

料　
テ
キ
ス
ト
代
・
資
格
試
験
取
得

費
用
な
ど
は
実
費
自
己
負
担
（
Ｏ

Ａ
シ
ス
テ
ム
科
の
み
、
授
業
料
・

入
校
料
な
ど
実
費
自
己
負
担
）

検
定
場
所　
県
立
西
部
高
等
技
術
校

選
抜
方
法　
学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）
面
接

訓
練
場
所　
県
立
西
部
高
等
技
術
校

申
込
方
法　
願
書
（
西
部
高
等
技
術

校
及
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
り
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

直
接
、
又
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
県
立
西
部
高
等
技
術
校

（
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０
）

　

難
病
患
者
や
そ
の
家
族
、
又
そ
う

で
な
い
人
も
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

日　
10
月
５
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

講
師　
梅
枝
伸
行
さ
ん
（
梅
枝
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

料　
無
料

問　
た
ん
ぽ
ぽ
の
会　

土
井
テ
ル
子

さ
ん
（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
５
５
０
５
）

　

生
け
花
小
原
流
石
見
支
部
の
浜
田

会
花
展
で
す
。「
花
の
輪
・
人
の
輪
・

　

第
54
回
夏
季
書
道
講
習
会
で
の
優

秀
作
品
約
２
０
０
点
を
展
示
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日　
10
月
15
日
㈯
～
17
日
㈪

午
前
９
時
～
午
後
６
時
（
17
日
㈪

は
午
後
３
時
ま
で
）

場　
浜
田
公
民
館
ロ
ビ
ー

料　
無
料

問　
浜
田
市
習
字
教
育
連
盟　

森
田

さ
ん
（
☎
�
２
２
１
０
）

【
県
立
体
育
館
】

　

10
月
を
ス
ポ
ー
ツ
推
進
月
間
と
し

て
、
施
設
無
料
開
放
を
行
い
、
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
日

　

館
内
に
設
置
し
て
あ
る
器
具
（
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
な
ど
）
で
、
家
族
で
自
由

に
運
動
で
き
ま
す
。

日　
10
月
15
日
㈯

　

午
後
１
時
～
４
時

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
歓
会

　

１
チ
ー
ム
４
人
の
チ
ー
ム
で
試
合

を
行
い
ま
す
。

※　

コ
ー
ト
内
で
プ
レ
ー
で
き
る
男

性
は
１
人
で
、
必
ず
チ
ー
ム
に
１

人
は
平
成
23
年
度
当
館
前
期
ス

ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
が
い
る
こ
と
。

日　
10
月
16
日
㈰

　

午
後
１
時
～
５
時

ス
ポ
ー
ツ
体
験

　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
を
時
間
内
で
随
時

体
験
し
ま
す
。

日　
10
月
16
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

県
体
ス
タ
ッ
フ
に
挑
戦
！

　

ペ
タ
ン
ク
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
中
か
ら
１
つ
を
選

び
、
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
プ
レ
ー
を

し
ま
す
。

日　
10
月
中
随
時

※　

事
前
連
絡
が
必
要
で
す
。

ベ
ン
チ
プ
レ
ス
№
１

　

ベ
ン
チ
プ
レ
ス
の
マ
ッ
ク
ス
計
測

を
行
い
ま
す
。
10
月
中
何
度
で
も
測

定
で
き
て
、
勝
敗
は
体
重
比
に
よ
っ

て
決
定
し
ま
す
。
発
表
は
11
月
１
日

㈫
に
当
館
ロ
ビ
ー
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
ま
す
。

日　
10
月
中
随
時

※　

事
前
連
絡
が
必
要
で
す
。

【
県
立
石
見
武
道
館
】

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
10
月
を
ス
ポ
ー

ツ
推
進
月
間
と
し
て
、
１
か
月
間
無

休
で
開
館
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
体
験
＆
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
と
し
て「
柔

道
稽
古
会
」「
筋
力
測
定
」「
ヘ
ル
ス

ケ
ア
チ
ェ
ッ
ク
（
体
脂
肪
測
定
）」「
ス

ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
体
験
」
と
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
コ
ー
ト
に
設
置
し
た
ケ
ー
ス

に
シ
ャ
ト
ル
を
打
ち
込
む
「
シ
ャ
ト

ル
ｄ
ｅ
ポ
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

参
加
者
に
は
、
参
加
賞
と
ド
リ
ン

ク
サ
ー
ビ
ス
を
し
ま
す
。

日　
10
月
９
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

料　
無
料

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
県
立
体
育
館
（
☎
�
１
２
０
１
）

　

県
立
石
見
武
道
館

（
☎
�
７
１
７
０
）

み
ん
な
の
花
展
」
を
テ
ー
マ
に
花
展

を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
10
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
無
料

問　
小
原
流
石
見
支
部
浜
田
会

　

佐
々
木
さ
ん
（
☎
�
５
３
８
５
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

難
病
フ
ォ
ー
ラ
ム

市
文
化
祭
協
賛
事
業

秋
興
の
譜・花
の
輪・

人
の
輪・み
ん
な
の
花
展

市
文
化
祭
協
賛
行
事

習
字
秀
作
展

県
立
体
育
館・

県
立
石
見
武
道
館

10
月
ス
ポ
ー
ツ
推
進
月
間
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最
近
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影

し
、
プ
リ
ン
ト
も
簡
単
に
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
展
示
作
品
を
ご

覧
に
な
っ
て
、
写
真
の
面
白
さ
を

知
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

新
人
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

写
真
で
自
己
表
現
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日　
10
月
18
日
㈫
～
28
日
㈮

午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
土
・
日

曜
日
は
除
く
。）

場　
日
本
海
信
用
金
庫
本
店
ロ
ビ
ー

料　
無
料

問　
全
日
本
写
真
連
盟
浜
田
支
部

　

岡
本
さ
ん
（
☎
�
０
５
７
１
）

　

豪
華
客
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」
が
浜
田
港

に
寄
港
し
ま
す
。
船
内
見
学
及
び
岸

壁
か
ら
の
一
般
見
学
を
行
い
ま
す
。

日　
10
月
21
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

場　
浜
田
港
福
井
ふ
頭

①
船
内
見
学

定　
１
０
０
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
10
月
６
日
㈭（
必
着
）

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
（
１
枚
で

２
人
ま
で
応
募
可
・
高
校
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）の
往
信
面
に「
飛

鳥
Ⅱ
船
内
見
学
希
望
」・
郵
便
番

号
・
住
所
・
代
表
者
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
（
２
人
目
の
希
望
が
あ

れ
ば
そ
の
人
の
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
）
を
記
入
し
、
返

信
面
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
代
表

者
氏
名
を
記
入
の
上
、
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の

上
、
開
催
５
日
前
ま
で
に
全
員
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

②
岸
壁
か
ら
の
一
般
見
学

　

船
内
見
学
の
抽
選
に
外
れ
た
人
の

中
か
ら
人
数
限
定
で
岸
壁
か
ら
の
見

学
の
た
め
の
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

※　

当
日
は
、
整
理
券
の
あ
る
人
以

外
の
ゲ
ー
ト
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問　
浜
田
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内

　

浜
田
港
振
興
会
【
〒
６
９
７-

０

　

０
６
２　

熱
田
町
２
１
３
５-

２

（
☎
�
７
７
３
３
）】

　

こ
っ
こ
ろ
フ
ェ
ス
タ
と
し
て
、
職

業
体
験
・
子
ど
も
神
楽
体
験
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
未
来
の
ピ
カ
ソ
展
表

彰
式
を
行
い
ま
す
。

日　
10
月
23
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

　

三
隅
町
岡
見
の
江
戸
時
代
の
山
陰

道
を
歩
き
ま
す
。
街
道
の
面
影
を
残

す
焼
土
峠
や
中
世
の
次
郎
丸
砦
跡
。

佐
渡
か
ら
来
た
回
国
行
者
と
岡
見
の

地
名
の
由
来
。
タ
イ
ム
ワ
ー
プ
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

日　
10
月
23
日
㈰

　

午
前
８
時
50
分
～
正
午
過
ぎ
ま
で

※　

雨
天
時
は
、
10
月
30
日
㈰
に
延

期
し
ま
す
。

集
合
場
所　
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
三
隅

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

　

は
が
き
や
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
紙
漉
き
、

植
物
染
料
に
よ
る
つ
け
染
め
体
験
の

ほ
か
、
石
州
和
紙
を
使
っ
た
料
紙
の

製
作
体
験
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日　
10
月
16
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
石
州
和
紙
会
館
工
房

料　
は
が
き
判
（
２
枚
）
２
５
０
円

　
　

Ａ
３
判　

（
１
枚
）
６
０
０
円

　
　

つ
け
染
め
（
１
枚
）
５
０
０
円

お
手
軽
料
紙
製
作
（
は
が
き
サ

イ
ズ
か
ら
）　
　

５
０
０
円
～

※　

入
館
は
無
料
で
、
申
込
み
は
い

り
ま
せ
ん
。

問　
石
州
和
紙
会
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
１
７
０
）

　

ふ
る
さ
と
史
跡
ウ
ォ
ー
ク
の
会
で

は
、
唐
谷
坂
の
大
杉
峠
か
ら
光
徳
石

（
ど
び
ん
石
）
さ
ん
ま
で
の
秋
の
唐

谷
坂
道
を
散
策
し
ま
す
。

日　
10
月
16
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午
前
ま
で

集
合
場
所　
水
上
谷
公
民
館
前
（
金

城
町
）

　

浜
田
駅
北
医
療
フ
ェ
ス
タ
と
し

て
、
乳
が
ん
検
診
・
各
種
相
談
コ
ー

ナ
ー
・
消
防
は
し
ご
車
乗
車
体
験
・

石
見
神
楽
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
10
月
23
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
外

※　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
の
病
院

フ
ェ
ス
タ
も
同
日
開
催
し
ま
す
。

問　
浜
田
駅
北
医
療
フ
ェ
ス
タ
実
行

委
員
会
事
務
局　

福
濱
さ
ん

（
☎
０
５
０-

３
８
０
１-

５
１

３
５
）

　

金
城
三
偉
人
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
第
３

弾
「
岡
本
甚
左
衛
門
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
２
０
１
１
」
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
心

を
込
め
て
ガ
イ
ド
し
ま
す
。
多
く
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日　
10
月
22
日
㈯

　

午
前
８
時
20
分
～

集
合
場
所　
雲
城
公
民
館

料　
大
人
３
０
０
円

　

中
学
生
以
下
無
料

問　
雲
城
公
民
館
（
☎
�
２
０
７
６
）

料　
１
０
０
円
（
資
料
代
） 

申
・
問　
島
根
県
観
光
連
盟
ふ
る
さ

と
案
内
人　

古
谷
さ
ん

（
☎
�
８
１
３
５
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６

３
７
）

市
文
化
祭
協
賛
事
業

全
日
本
写
真
連
盟

浜
田
支
部
会
員
写
真
展

ク
ル
ー
ズ
客
船「
飛
鳥
Ⅱ
」

船
内
見
学
及
び
一
般
見
学

こ
ん
や
ま
ち
の
秋
ま
つ
り

未
来
の
ピ
カ
ソ
展
＆

こ
っ
こ
ろ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１

第
１
１
０
回
ふ
る
さ
と

歴
史
紀
行

重
要
無
形
文
化
財
石
州
半
紙

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

紙
漉す

き
・
つ
け
染
め
・

も
の
づ
く
り
体
験

第
49
回
ふ
る
さ
と
史
跡

ウ
ォ
ー
ク

浜
田
駅
北
医
療
フ
ェ
ス
タ

金
城
三
偉
人
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
第
３
弾

岡
本
甚
左
衛
門
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
２
０
１
１
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古
今
の
四
季
の
名
詩
を
詠う

た

い
ま

す
。（
剣
・
詩
舞
賛
助
出
演
）
郷
土

の
作
家
の
詩
歌
（
漢
詩
・
和
歌
・
俳

句
）
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

構
成
吟
詠
「
岸
静
江
を
讃
え
る
」

で
は
、
地
元
コ
ー
ラ
ス
の
皆
さ
ん
の

賛
助
出
演
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
10
月
23
日
㈰

　

午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

料　
無
料

問　
㈳
関
西
吟
詩
文
化
協
会
島
根
浜

鷺
吟
詠
会　

賀
戸
さ
ん

（
☎
�
２
２
３
２
）

　

㈳
浜
田
法
人
会
で
は
、
大
震
災
後

の
復
興
施
策
と
世
界
経
済
や
今
後
の

税
制
（
法
人
税
・
消
費
税
）
の
あ
り

方
な
ど
を
中
心
に
特
別
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

日　
10
月
25
日
㈫

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場　
浜
田
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル

定　
先
着
１
４
０
人

講
師　
谷
村
龍
太
郎
さ
ん
（
㈳
全
国

信
用
金
庫
協
会
常
務
理
事
）

料　
無
料

申
込
方
法　
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
・
問　
㈳
浜
田
法
人
会
（
☎
�
８

　

０
６
０
・
▢ＦＡＸ
�
８
０
６
１
）

　

今
年
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
外
国
か
ら

来
た
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
た
ち
と

一
緒
に
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
ち
な
ん

だ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
小
学
生

日　
10
月
29
日
㈯

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
浜
田
公
民
館

定　
30
人

料　
１
０
０
円

申
込
方
法  

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
10
月
27
日
㈭

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

　

浜
田
城
山
に
多
く
の
巨
樹
が
あ
る

こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？
今
回
、
浜

田
城
資
料
館
建
設
期
成
同
盟
会
で

は
、
浜
田
城
山
の
巨
樹
を
中
心
に
散

策
し
な
が
ら
、
自
然
と
歴
史
に
ふ
れ

る
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日　
10
月
29
日
㈯
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
10
時
～
正
午

集
合
場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
前

講
師　
大
森
庸
司
さ
ん
（
樹
医
）

料　
無
料

申
込
締
切
日　
10
月
27
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

山
歩
き
の
で
き
る
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
本
庁
文
化
振
興
課

（
☎
�
９
７
３
１
）

　

日
頃
か
ら
創
作
活
動
に
励
ん
で
い

る
皆
さ
ん
の
作
品
を
集
め
、
作
品
鑑

賞
を
通
し
て
芸
術
文
化
の
交
流
を
目

的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
創
作
体
験

や
お
茶
席
コ
ー
ナ
ー
も
予
定
し
て
い

ま
す
。

日　
10
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
30

日
㈰
は
、
午
後
４
時
ま
で
）

場　
国
府
公
民
館

問　
国
府
公
民
館
（
☎
�
１
２
７
０
）

　

今
年
で
11
回
目
を
迎
え
る
室
谷
の

棚
田
ま
つ
り
は
、
棚
田
写
真
展
・
棚

田
散
策
・
郷
土
芸
能
・
棚
田
で
取
れ

た
お
い
し
い
お
米
、
野
菜
な
ど
の
販

売
を
行
い
ま
す
。
日
本
の
棚
田
百
選

の
一
つ
、
室
谷
の
棚
田
で
秋
を
堪
能

し
ま
せ
ん
か
。

日　
10
月
30
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

場　
三
隅
町
室
谷
（
上
室
谷
集
会
所

付
近
の
田
ん
ぼ
）

料　
む
ろ
だ
に
会
席
膳
（
要
予
約
・

限
定
60
食
）　
　

１
、
５
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

無
料
送
迎
バ
ス
（
三
保
三
隅
駅
・

石
正
美
術
館
発
）
を
運
行
し
ま
す

の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
市
観
光
協
会
三
隅
支
部

（
☎
�
２
１
０
４
）

　
「
お
い
し
い
食
べ
物
づ
く
り
と
自

然
を
守
り
心
豊
か
な
町
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
、
農
産
物
・
林
産
物
・
特

産
品
の
展
示
販
売
・
地
元
集
落
に
よ

る
出
店
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
地
元
保
育
園
児

と
小
学
校
児
童
に
よ
る
子
供
神
楽
・

中
学
校
生
徒
に
よ
る
和
太
鼓
・
地
元

社
中
に
よ
る
石
見
神
楽
の
上
演
を
行

い
ま
す
。
今
年
も「
お
い
し
い
も
の
」

「
楽
し
い
も
の
」
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日　
11
月
３
日
㈷

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場　
市
役
所
弥
栄
支
所
前
イ
ベ
ン
ト

広
場

問　
い
わ
み
中
央
農
業
協
同
組
合
弥

栄
支
所
内　

弥
栄
産
業
ま
つ
り
実

行
委
員
会
（
☎
�
２
２
２
１
）

場　
紺
屋
町
商
店
街
ふ
れ
あ
い
ロ
ー

ド
未
来
の
ピ
カ
ソ
展

　

市
内
21
園
の
園
児
に
よ
る
作
品
、

約
７
０
０
枚
を
紺
屋
町
商
店
街
各
店

頭
で
展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間　
10
月
18
日
㈫
～
24
日
㈪

※　

入
選
作
品
は
世
界
こ
ど
も
美
術

館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
展
示
（
11
月

12
日
㈯
・
13
日
㈰
）
し
ま
す
。

問　
紺
屋
町
商
店
街
事
務
局

【
☎
�
４
３
５
２（
平
日
午
前
中)

】

山
形
靴
店
（
☎
�
０
２
１
２
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

市
文
化
祭
協
賛
事
業

島
根
浜は

ま

鷺さ
ぎ

吟き
ん

詠え
い

会か
い

創
立

40
周
年
記
念

吟ぎ
ん

詠え
い

剣ぎ
ん

詩し

舞ぶ

大
会

今
後
の
税
制
の
あ
り
方
に

関
す
る
特
別
講
演
会

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

発
見
！
浜
田
城
の
森・

巨
樹
ツ
ア
ー

国
府
公
民
館

第
14
回
創
作
文
化
展

室
谷
の
棚
田
ま
つ
り

第
24
回
弥
栄
産
業
ま
つ
り
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「
Ｂ
Ｂ
大
鍋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
１
」
は
、
地
域
経
済
活
性
化
・

市
民
交
流
を
柱
に
、
浜
田
の
産
業
祭

と
し
て
、「
来
ち
ゃ
ん
さ
い
、食
べ
ち
ゃ

ん
祭(

さ
い)

」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開

催
し
ま
す
。
ま
た
、
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ

の
エ
ー
ル
を
込
め
、「
が
ん
ば
ろ
う
！

日
本
」
を
掲
げ
、
義
援
金
募
金
の
活

動
に
も
取
り
組
む
予
定
で
す
。

　

メ
イ
ン
の
の
ど
ぐ
ろ
で
出
汁
を

と
っ
た
５
千
食
の
Ｂ
Ｂ
大
鍋
を
は
じ

め
、
シ
ー
サ
イ
ド
石
見
神
楽
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
・
市
民
の
店
・
レ
ト
ロ
ブ
ー

ス
・
し
お
か
ぜ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
中

電
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
・
車
両
船
舶
展

示
コ
ー
ナ
ー
・
保
育
園
幼
稚
園
児
に

よ
る
作
品
展
示
・
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

体
験
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

日　
11
月
３
日
㈷

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

「
市
民
の
店
」
出
店
者
募
集

定　
20
店
舗
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

料　
１
区
画
２
５
、
０
０
０
円
（
テ

ン
ト
・
机
・
い
す
代
を
含
む
。）

申
込
締
切
日　
10
月
14
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
書
（
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
で
連
絡
の
後
、
出
展

要
綱
・
申
込
書
を
送
付
し
ま
す
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
も
あ
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
が
浜
田
に

や
っ
て
く
る
！

　

昨
年
、
市
制
施
行
記
念
事
業
と
し

て
開
催
し
た
「
Ｂ
級
グ
ル
メ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
in
浜
田
」
の
第
２
弾
と
し

て
開
催
し
ま
す
。

　

全
国
の
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
と
地

元
ご
当
地
グ
ル
メ
と
の
共
創
に
よ
り
、

地
産
地
消
の
取
組
を
推
進
し
よ
う
と

企
画
し
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

全
国
の
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
を
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

※　

地
元
浜
田
か
ら
も
６
店
舗
出
店

予
定
！

申
・
問　
浜
田
商
工
会
議
所
内　

Ｂ

Ｂ
大
鍋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委

員
会
事
務
局
（
☎
�
３
０
２
５
・

▢ＦＡＸ
�
５
４
０
０
）

Em
ail

：tsubaki@
ham

ada-cci.
or.jp ○

津
山
ホ
ル
モ
ン
う
ど
ん　
岡
山
県

○
焼
豚
玉
子
飯　
　
　
　
　

愛
媛
県

○
久
留
米
ラ
ー
メ
ン　
　
　

福
岡
県

○
広
島
風
お
好
み
焼
き　
　

広
島
県

　

淡
交
会
い
わ
み
路
青
年
部
主
催
の

お
茶
会
で
す
。
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
な
お
茶
席
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日　
11
月
６
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料　
８
０
０
円

問　
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
石
見
支
部

三
浦
さ
ん
（
☎
０
９
０-

２
２
９

４-

８
６
０
１
）

　

テ
イ
チ
ク
吟
詠
協
会
専
属
吟
士
14

人
、
準
専
属
吟
士
47
人
の
独
吟
、
県

下
８
地
区
の
合
吟
と
剣
詩
舞
の
発
表

や
、
琴
の
会
み
や
び
会
の
友
情
出
演

も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
11
月
６
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
島
根
県
立
大
学
講
堂

料　
無
料

問　
公
道
流
吟
道
島
根
県
吟
詠
連
盟

テ
イ
チ
ク
吟
詠
協
会
山
陰
本
部　

岡
田
さ
ん
（
☎
�
３
３
７
７
）

　

石
見
川
柳
会
は
先
生
の
い
な
い
同

好
の
集
ま
り
で
す
。
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
中
で
、
面
白
い
句
や
楽
し
い

句
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
6
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
浜
田
公
民
館

料　
２
、
０
０
０
円
（
昼
食
代
・
句

会
誌
代
含
む
。）

問　
石
見
川
柳
会　

佐
々
木
さ
ん

（
☎
�
２
９
１
７
）

　

今
年
度
、
浜
田
公
民
館
は
閑
谷
学

校
（
岡
山
県
）
へ
の
研
修
旅
行
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
紅
葉
の
と
て
も
き

れ
い
な
時
期
で
す
。
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
11
月
14
日
㈪

集
合　
午
前
６
時
45
分

出
発　
午
前
７
時

集
合
場
所　
浜
田
公
民
館

場　
閑
谷
学
校
（
岡
山
県
備
前
市
）

料　
６
、
７
０
０
円
（
朝
食
・
昼
食
・

入
場
料
・
保
険
代
）

定　
先
着
40
人

申
込
方
法　
直
接
、
又
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

お
茶
・
お
や
つ
な
ど
必
要
な
も

の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

ス
ケ
ー
ト
教
室
生
徒
募
集

期
間　
11
月
～
平
成
24
年
４
月

日　
毎
週
土
曜
日

初
級
者
ク
ラ
ス　
午
前
10
時
～
11
時

中
級
者
ク
ラ
ス　
午
前
11
時
～
正
午

料　
１
回
５
０
０
円
（
滑
走
料
・
貸

靴
料
が
必
要
で
す
。）

※　

初
回
の
み
保
険
料
５
０
０
円

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
募
集

　

ス
ケ
ー
ト
に
関
心
の
あ
る
人
な
ら

男
女
ど
な
た
で
も
。
今
は
滑
れ
な
く

て
も
、
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
で
楽

し
く
滑
走
で
き
る
ま
で
レ
ッ
ス
ン
し

ま
す
。

申
・
間　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
０
０
）

平
成
23
年
度
文
化
庁
優
れ
た
劇
場
・

音
楽
堂
か
ら
の
創
造
発
信
事
業

グ
ラ
ン
ト
ワ
合
唱
祭
２
０
１
１

～
古
事
記
編
纂
１
３
０
０
年
記
念

琉
球
舞
踊
と
石
見
神
楽
の
共
演
～

　

古
事
記
に
よ
る
合
唱
曲
「
伊い

邪ざ

那な

岐ぎ

・
伊い

邪ざ

那な

美み

」「
天
の
岩
戸
」
の

ほ
か
、
石
見
地
方
の
わ
ら
べ
歌
を
基

Ｂ
Ｂ
大
鍋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
１

市
文
化
祭
協
賛
行
事

秋
の
茶
会

テ
イ
チ
ク
吟
詠
協
会

山
陰
本
部
吟
士
リ
サ
イ
タ
ル

市
文
化
祭
協
賛
行
事

石
見
川
柳
句
会

浜
田
公
民
館
研
修
旅
行

サ
ン・ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）
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に
し
た
合
唱
曲
も
発
表
。
島
根
な
ら

で
は
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

日　
10
月
16
日
㈰

開
場　
午
後
１
時

開
演　
午
後
１
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　
全
席
自
由

前
売
一
般　
　
　
　
　
　

８
０
０
円

　
　

中
学
生
～
大
学
生　

４
０
０
円

当
日
一
般　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

　
　

中
学
生
～
大
学
生　

５
０
０
円

※　

小
学
生
以
下
無
料

※　

友
の
会
会
員
は
、
一
般
は
各

２
０
０
円
、
中
学
生
か
ら
大
学
生

は
各
１
０
０
円
引
き
と
な
り
ま
す
。

※　

未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

グ
ラ
ン
ト
ワ
開
館
６
周
年
感
謝
祭

「
き
ん
さ
い
デ
ー
」
～
石
見
美
術
館

無
料
開
放
デ
ー
～

　

石
見
美
術
館
の
無
料
開
放
を
メ
イ

ン
に
「
き
ん
さ
い
デ
ー
」
を
開
催
し

ま
す
。
中
庭
で
は
音
楽
ス
テ
ー
ジ
や

ジ
ャ
ン
ル
豊
か
な
飲
食
店
な
ど
盛
り

上
が
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。
グ

ラ
ン
ト
ワ
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
オ
ロ
チ
く
ん
」
の
登
場
は
も

ち
ろ
ん
、
県
内
か
ら
集
ま
る
ゆ
る

キ
ャ
ラ
に
も
注
目
で
す
。

日　
10
月
22
日
㈯　

午
前
10
時
～

料　
無
料
（
一
部
有
料
企
画
あ
り
）

企
画
展
「
雪
舟　
花
鳥
を
描
く
～
花

鳥
図
屏
風
の
系
譜
～
」

　

室
町
時
代
に
活
躍
し
た
画
僧
・

雪せ
っ
し
ゅ
う
と
う
よ
う

舟
等
揚
の
花
鳥
画
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
る
初
め
て
の
展
覧
会
。
雪
舟
と

同
時
代
の
花
鳥
画
、中
国
の
花
鳥
画
、

雪
舟
以
後
の
花
鳥
画
を
通
し
、
雪
舟

と
そ
の
後
継
者
、
狩
野
派
や
雲
谷
派

な
ど
様
々
な
画
派
に
よ
る
花
鳥
画
の

大
作
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

日　
10
月
22
日
㈯
～
11
月
23
日
㈷

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分
（
展

示
室
へ
の
入
場
は
午
後
６
時
ま
で
）

休
館
日　
会
期
中
無
休

場　
石
見
美
術
館
展
示
室
Ｄ
・
Ａ

料一
般　

１
、
０
０
０
円（
８
０
０
円
）

大
学
生　
　

６
０
０
円（
４
５
０
円
）

小
中
高
生　

３
０
０
円（
２
５
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

※　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る

人
、
及
び
介
助
者
は
入
場
無
料

出
品
作
品　
雪
舟
「
四
季
花
鳥
図
屏

風
」（
右
隻
）
京
都
国
立
博
物
館 

ほ
か

http://w
w

w
.grandtoit.jp/

生
き
物
教
室

ザ
リ
ガ
ニ
を
知
ろ
う

　

ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
を
し
な
が
ら
ザ
リ

ガ
ニ
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

日　
10
月
２
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

定　
先
着
30
人

料　
無
料

川
の
観
察
会

　

生
き
物
と
水
質
の
関
係
を
考
え
て

み
よ
う
。

日　
10
月
30
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

定　
先
着
30
人

料　
無
料

日
曜
講
座

陶
芸
教
室
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
作
り

　

自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ネ
ー
ム

プ
レ
ー
ト
を
作
ろ
う
。

日　
10
月
16
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

定　
先
着
30
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

ア
ク
ア
ス
秋
祭
り

　

こ
く
ふ
保
育
園
鼓
隊
演
奏
・
川
本

バ
デ
ィ
よ
さ
こ
い
踊
り
・
３
Ｂ
体
操

浜
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・

石
見
神
楽
上
演
・
大
抽
選
会
な
ど
を

行
い
ま
す
。

日　
10
月
８
日
㈯
～
10
日
㈷

　

い
ず
れ
も
午
前
11
時
～

※　

10
日
㈷
は
石
見
神
楽
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

10
月
の
神
楽
情
報
（
雨
天
中
止
）

日　
16
日
㈰　

久
木
神
楽
社
中

　
　

23
日
㈰　

熱
田
保
存
会

※　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場
ス

テ
ー
ジ

ア
ク
ア
ス
秋
祭
り
・
神
楽
情
報
に
つ

い
て

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱

（
☎
�
３
３
８
８
）

お
知
ら
せ

　

６
月
30
日
㈭
に
、
シ
ロ
イ
ル
カ
の

ナ
ス
チ
ャ
が
予
定
よ
り
２
か
月
半
早

く
出
産
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

死
産
で
し
た
。
ナ
ス
チ
ャ
の
体
調
回

復
の
た
め
、
シ
ロ
イ
ル
カ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
は
休
止
し
て
い
ま
す
。な
お
、

赤
ち
ゃ
ん
イ
ル
カ
の
シ
ー
リ
ャ
は
、

新
イ
ル
カ
プ
ー
ル
で
一
般
公
開
し
て

い
ま
す
。

　

浜
田
一
中
同
窓
会
で
は
、
名
簿
発

行
を
記
念
し
、
浜
田
市
街
地
を
ヘ
リ

で
空
撮
し
た
写
真
集
を
発
刊
し
ま
し

た
。
校
区
上
空
を
中
心
に
浜
田
の
美

し
い
海
や
山
も
含
め
た
、
厳
選
24

カ
ッ
ト
。
地
元
企
業
が
協
賛
さ
れ
た

「
浜
田
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
も
綴
じ
こ

み
、
全
52
ペ
ー
ジ
の
見
ど
こ
ろ
満
載

の
冊
子
と
な
っ
て
い
ま
す
。

協
賛
価
格　
５
０
０
円

※　

限
定
５
０
０
冊

配
布
開
始
日　
10
月
１
日
㈯

場　
浜
田
駅
構
内
市
民
サ
ロ
ン

問　
浜
田
一
中
同
窓
会　

福
浜
宏
二

さ
ん
（
☎
�
３
３
３
３
）

　

石
央
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
館
内
害

虫
駆
除
及
び
じ
ゅ
う
た
ん
・
カ
ー

ペ
ッ
ト
洗
浄
の
た
め
、
臨
時
休
館
し

ま
す
。

日　
10
月
４
日
㈫　

終
日

※　

当
日
は
、
電
話
に
よ
る
予
約
受

付
も
行
い
ま
せ
ん
。

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

訂
正

　
『
広
報
は
ま
だ
』９
月
号
37
ペ
ー

ジ
に
、
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
ま
す
。

○
グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
参
加
者
募
集

の
応
募
資
格

誤　

小
学
校
４
年
生
か
ら

正　
小
学
校
３
年
生
か
ら

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
�
３
９
０
０
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

空
撮
ふ
る
さ
と
浜
田

写
真
集
を
協
賛
配
布
し
ま
す

石
央
文
化
ホ
ー
ル

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,869 20,495 22,986 43,481
金 城 1,920 2,270 2,479 4,749

旭 1,447 1,567 1,675 3,242
弥 栄 717 723 799 1,522
三 隅 2,870 3,163 3,562 6,725
合 計 26,823 28,218 31,501 59,719

人　口（８月末現在）

（単位：人）

神
か

楽
ぐら

木
き

彫
ぼり

面
めん

（市指定有形民俗文化財）

　石見神楽の木彫面として、平成14年に浜田自治区内の個人や各社中に伝わる25
面が指定されている。木彫面は江戸時代の神職神楽に使用されたものであるが、
明治初年のいわゆる「神職演舞禁止令」や明治前期に成立した八調子神楽などの
一連の動きと、紙張子面の登場によって、しだいにその姿を消している。なお、
昭和になって、一部木彫面が製作されているが、内面調整が丁寧で、江戸時代の
荒々しい調整とは異なり、判別は容易である。
　指定された木彫面の内、墨書などのあるものが10面認められる。墨書や各社中
に伝えられる面の組合せ関係から、浜田自治区西部を中心とする神職組によって
用いられた一群のものと考えられ、また、その墨書から、「天保12丑年」（1841年）
に「新調」されたものと、それ以前から用いられていた「古」いものとが含まれ
ていることがわかっている。また、実年代の明らかな木彫面の内、最も古いもの
は、明和５年（1768年）銘の面がある。 
　木彫面は神職神楽の様相を具体的に伝える資料であり、その作風には能面の影
響も認められ、美術工芸の意味においても貴重である。
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